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この資料は、令和 7 年度中学校教科書の内容解説資料として、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。
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特色1   ICTで実現する新しい学び

特色4   教育課題に向き合う、寄り添う

特色3   一人ひとりの学び方で確かな学力を 

特色2   主体的・対話的で深い学びをサポート



M AT H C O N N

とつながる身身ののまわりまわり

『新編 新しい数学』 で数学が

日本各地から見える富士山。全国のどこからでも見えるのかな。

 『新編 新しい数学』では、こんな子どもたちの疑問を、

数学を使って解決します。

数学の学びは学校を飛び出し、身のまわりや社会とつながります。

このつながりから、数学の有用性を感じてほしいと考えています。

どれくらい 遠くから見えるかな？
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でつながるI C TI C T
数学が

学びがつながる。
未来につながる。
『新編 新しい数学』では、数学のつながりを MATH CONNECT と表現しました。

数学と身のまわり、数学と社会、算数と数学などのつながりを感じられるように、

関連するところどころに 　　　　　　　　    のアイコンを配置しました。

MATH CONNECT を通して、子どもたちが数学に興味・関心をもち、

数学的な見方・考え方を働かせながら、考える力を身につけることを期待しています。

M AT H  C O N N EC TM AT H  C O N N EC T

がつながる算数・数学 どうし算数・数学 どうし でつながる見方・考え方見方・考え方
数学が

とつながる社 会社 会
数学が

つながりを

深 め る深 め る

数学の

身のまわりと
つながる

社会と
つながる

算数・数学どうしが
つながる

見方・考え方で
つながる

つながりを
深める

ICT で
つながる
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▲

3 年 p.266

▲

1 年 p.256

▲

2 年 p.196〜197

▲

3 年 p.228〜229

▲

1 年 p.112

▲

1 年 p.156

▲

2 年 p.179

M AT H  C O N N E C TM AT H  C O N N E C T

ルーローさん
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統合的な視点で数学の見方・考え方を振り返る「数学の目でふり返ろう」や、前の学年までの学習を振り返る「学びのベース／

学びのマップ」、授業に合わせて利用できる「補充の問題」など、多数の特集を用意しています。

新しい数学  の構成新しい数学  の構成新編

本教科書のコンセプトである「MATH CONNECT」の紹介や、学校を取り巻く環境を

踏まえて刷新した「大切にしたい数学の学び方」などを掲載しています。

教科書の使い方を知る

教科書の使い方動画

各章のとびらや節の導入では、日常生活や数学の事象から問題を発見し、数学的な見方・考え方を働かせて解決していきます。

また、本文や節末・章末では、知識・技能の習得や定着を図るため、例や練習問題を豊富に用意しています。

数学のつながりを
意識してほしい箇所には、
下のアイコンを付けています。

巻 頭 本 文

巻 末

MATH CONNECT

数学の目でふり返ろう 学びのベース／学びのマップ ふり返り／補充の問題 数学の自由研究

MATH CONNECT

各種使い方ページ 章とびら 節の導入 本文 節末「基本の問題」 章末「章の問題」

もっと教科書を活用する

教科書と学ぶ

編集者

教科書の
右下にある

MATH CONNECT が
目印！

M
A

T
H

 C
O

N
N

E
C

T
M

A
T

H
 C

O
N

N
E

C
T

ICT でつながる

身のまわりとつながる

見方・考え方でつながる

社会とつながる

つながりを深める

数学どうしがつながる

▲ 1 年巻頭〜p.10

▲ 1 年 p.249〜292

▲ 1 年 p.63〜90
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導入

活動

導入

演習

導入

演習 自学自習 自学自習

活動

　「新編 新しい数学」では、3学年合計

で 1752点の QRコンテンツを用意しま

した。

　主体的・対話的で深い学びを実現した

り、知識・技能を習得する場面で、個別

最適な学びを実現したりするなど、学習

の場面やねらいに応じたコンテンツを用

意しています。

　右のような「Dマーク」がついている

箇所では、インターネット上のコンテン

ツを利用した学習ができます。

QR コンテンツの種類と利用場面

D マ ー ク

ICTで実現するICTで実現する
新しい学び新しい学び

生 徒

11
特 色

授業を想定した QR コンテンツ

ルーローさん

お悩み
どの場面で

どのコンテンツを
使うといいのかな。

自分のペースに
合わせて使える
コンテンツが
欲しいな。

▼コンテンツ数一覧

原寸大 ▼

#ICT（1 人 1 台端末） #QR コンテンツ#MATH CONNECTキーワード

先 生

QR コンテンツは、個別最適
な学びと協働的な学びの両方
で使えるよ！

ICTでつながる

このマークは、ICTを有効に活用して、生徒と数学の学び
をつなげられる箇所についています。知識・技能の習得
だけでなく、主体的・対話的で深い学びを実現します。
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種類 １年 ２年 ３年 合計

動画 31点 19点 23点 73点

マイ教科書・マップ 2点 0点 2点 4点

ワークシート 15点 13点 15点 43点

シミュレーション 136点 105点 104点 345点

対話シート 13点 13点 10点 36点

ちょっと確認 17点 11点 12点 40点

フラッシュカード 131点 116点 162点 409点

ヒントと解答 262点 210点 285点 757点

教科リンク 8点 6点 6点 20点

Webサイト 8点 10点 7点 25点

合計 623点 503点 626点 1752点

D マ ー ク
（Dマークの例）

コンテンツの種類

「授業」でも
「自学自習」でも使える

一方通行ではなく、
「多様な考え」を引き出す

コンテンツ！
17521752  

問題場面を体験するアニメー

ションや作図、実験の映像

を視聴できます。　

▲

p. 9

動画

ペンツールを使って、教科

書の図に自分の考えをかい

たり、説明するときに利用

できます。　

▲

p. 15

対話シート

これまでに学んだ内容を確

認したり、その内容に対応

した練習問題を解くことが

できます。　

▲

p. 15

ちょっと確認

節の導入や深い学びに対応

したワークシート。学習内

容を記録し、学習評価にも

利用できます。　

▲

p. 11

ワークシート

問の類題がランダムに表示

され、学んだことの確認が

できます。　

▲

p. 16

フラッシュカード

図形を動かして観察したり、

データを表やグラフに整理

したりすることができます。

▲

p.　　〜12 13

シミュレーション

ヒントや解答、類題の表示

など、自分の進 度にあわせ

て問題を解くことができます。

▲

 p. 17

ヒントと解答

都道府県ごとの紙面を表示し

たり、デジタルマップで身近

な数学を探したりすることが

できます。　

▲

p.　　〜10 11

マイ教科書 ・ マップ

その他、教科リンクや
Webサイトもあります！各学年の p. 2～3でも

使い方を紹介しています！

導入 活動 演習 自学自習

6 7



特
色 

1

I
C
T
で
実
現
す
る
新
し
い
学
び

QR コンテンツ活用術

ICTで実現する新しい学びICTで実現する新しい学び

11
特 色

自学自習用のコンテンツに

は リストに 「◆マ ーク」が

ついてるよ！

紙の教科書から 学習者用デジタル教科書から 　「章とびら」や「深い学びのページ」に合わせた

アニメーションや作図の動画などを用意しました。

動画の再生時間はすべて２～３分前後なので、問題

を考えたり、話し合ったりする活動の時間を確保す

ることができます。

動 画 7373点

▲１年 p.63 「2 章とびら」

問題場面の説明から発問までの内容を動画に

まとめています。生徒の状況に合わせて、一時

停止して、内容を確認することも効果的です。

動画の使用例
コンテンツの使い方コンテンツの使い方

「字幕」ボタンで日本語字幕の設定や、「速度」

ボタンで再生速度の設定ができます。

豆知識

導入 導入 で利用できるデジタルコンテンツ

活用術

1

お悩み
導入に時間をかけて

生徒の興味を引き出し
たいけど、 活動の時間が

少なくなるのは…。
先 生

実験動画や作図動画も収録しています。動画

を用いることで、実感を伴った理解を促し、

学習内容の理解を深めることができます。

富士山の山頂がどれくらい遠くから見えるか

など、数学化のプロセスを生徒の思考の流れ

に沿ってわかりやすく説明します。

「Dマ ーク」を直接クリック 
（またはタップ）。11

STEPSTEP

※�画面は開発中のため、内容・
仕様とも予告なく変更にな
る場合があります。

端末のカメラで、紙面右下に
ある QRコードを読み取る。

リストから使用したい
コンテンツを選択。

11
STEPSTEP

22
STEPSTEP

１年６章　「円錐の体積」 ３年７章　「どれくらい遠くから見えるかな？」 

導入 活動 演習 自学自習

# QR コンテンツ # 数学的活動キーワード

学習シーン別

▼コンテンツ画面

8 9



特
色 

1

I
C
T
で
実
現
す
る
新
し
い
学
び

ICTで実現する新しい学びICTで実現する新しい学び

11
特 色

　全学年のすべての「章の導入」と「深い学びのペー

ジ」に対応したワークシートを用意しました。学

校で利用している授業支援システムで利用しやす

い PDF形式なので、生徒自身の端末にダウンロー

ドして書き込んだり、共有したりすることもでき

ます。

　47都道府県ごとの紙面とデジタルマップを利用して、

自分の住んでいる地域の題材を使った授業ができます。身

近な題材を通して、数学に興味を持つきっかけをつくり、

数学の目を通して、生徒の郷土愛を育むことができます。

ワークシート

マイ教科書・マップ

4343点

生徒が図をノートに書き写す時間を削減し、

自己解決の時間や協働的に学習する時間を確

保することができます。

ワークシートの使用例

平 面 図 形 の

コ ン テ ン ツ

もあるよ！

神奈川県版

沖縄県版

全国版（教科書）

北海道版

兵庫県版

宮城県版

広島県版

大阪府版

福岡県版

紙面が変わる！
デジタルで広がる

47都道府県の紙面！

授業を意識したデジタルコンテンツ

全
都
道
府
県
を
収
録
！

す
べ
て
神
奈
川
県
の
題
材
に
！

NEW!

NEW!

QR コンテンツ活用術

# 主体的に学習に取り組む態度 # 数学的活動キーワード

各都道府県の紙面で紹介している建物や伝統模様を
デジタルマップ上で調べることができます。

富山県

北海道

兵庫県

香川県

神奈川県

▲１年 p.192
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１年６章　「立体の展開図を調べよう」 

　問題解決や内容を理解する場面で利用できるシミュ

レーションを、3学年合計で 345点用意しました。生

徒一人一人がコンテンツを利用しながら試行錯誤する

ことで、思考力・判断力・表現力や主体的に学習に取

り組む態度などの伸長が期待できます。

シミュレーション 345345点

▲１年 p.208

任意の辺を選択して、立体の展開図をつくるこ
とができます。また、展開図からもとの立体を
組み立てることもできるので、立体と展開図を
相互に関連付ける際に効果的です。

画面下にある a、bの値を変化させると、そ
れに対応して、画面上部の表、式、グラフが
それぞれ変化します。

右側にある正方形や長方形を左側のマス目に
ドラッグ＆ドロップして、いろいろな大きさ
の長方形をつくっていきます。

カラーパレットから色を選択し、面や辺のようす
やつながり具合を考察したり、展開図が１通りで
はないことを確認したりすることもできます。

表、式、グラフの表示の有無を設定できるので、
式やグラフを非表示にして、aと bの値をク
イズのように考えさせる活動もできます。

画面上部に長方形の面積が表示されるので、
因数分解のしくみや、展開と因数分解が逆の
操作であることを理解する際に効果的です。

お悩み
数学的活動のなかで、

観察・操作ができるコンテ
ンツがあればいいな。

シミュレーションの使い方①

シミュレーションの使い方②

シミュレーションの使い方③

シミュレーションは、「一方通行
にならない」ことにこだわりまし
た。思い通りに動かして、数 学
の性 質を見いだしたり、発展的
に考察したりすることを楽しんで
もらいたいです。

編集者

全７種類から立体を選んで展開図をつくること

ができるので、いろいろな立体の展開図を考え

ながら空間図形の理解を深めることができます。

ICTで実現する新しい学びICTで実現する新しい学び

11
特 色

活動 活動 で利用できるデジタルコンテンツ

活用術

2
先 生

豆知識

▲２年 p.69 

▲３年 p.25 

２年３章「表、式、グラフの関係を調べよう」 

３年１章「パネルで長方形をつくろう」 

付箋機能を使って、
確認しながら
進められます！

　  を 6 個使うと何通りの

長方形がつくれるかを考

えても面白いよ。

授業を意識したデジタルコンテンツQR コンテンツ活用術

導入 活動 演習 自学自習

# 主体的・対話的で深い学び # 数学的活動キーワード

豆知識

12 13



特
色 

1

I
C
T
で
実
現
す
る
新
し
い
学
び

　「ちょっと確認」では、これまでに学習した用

語や公式の詳しい解説を調べたり、確認問題に取

り組むことで、学習内容の整理ができます。

ちょっと確認 4040点

ペンの太さや色の変更、直線をひくこともで

きるので、用途に応じて使うことができます。

小学校で学習した用語の確認や、小学校で指
導された考え方で学習内容を振り返ることが
できます。

自動採点機能付きの練習問題やフラッシュ
カードを使うことで、クイズ感覚で内容を振
り返り、知識・技能の定着が期待できます。

お悩み
自分の考えを書いたり、

説明したりするときに
使えるようなコンテンツは

ないかな。

対話シートの使用例

ちょっと確認の使用例

　教科書では、数学的活動を促す発問として「Q」

を設定しています。自分の考えを整理する、友だち

と考えを説明し合う際に「対話シート」を利用する

ことで、主体的・対話的で深い学びをサポートします。

対話シート 3636点

ICTで実現する新しい学びICTで実現する新しい学び

11
特 色

演習 演習 で利用できるデジタルコンテンツ

活用術

3

先 生

統計ツールの使用例

▲３年 p.205 

教科書で使用するデータは、最初から表に入
力されているので、ワンクリックでヒストグ
ラムや箱ひげ図をつくることができます。

簡単な操作で、度数分布表とヒストグラムを
左右に並べて配置したり、階級の幅を変更し
たりすることができます。

授業を意識したデジタルコンテンツQR コンテンツ活用術

● 証明のもとタブ
証明で用いる定型文を、右画面にドラッグ＆
ドロップすることで、簡単に証明を組み立て
ていくことができます。

● 図形タブ
定型文の枠囲みをクリックすると、「図形タブ」
に移動します。図形上の記号をクリックする
と、その記号が定型文内に自動入力されます。

● 根拠タブ
教科書のこのページまでに証明した図形の性質が一覧に
なっています。証明した図形の性質が「根拠タブ」に増え
ていくので、論証の意味を考えるきっかけにもなります。

　証明メーカーは「問題」「証明のもと」「図形」「根拠」

の４つのタブで構成されており、証明の筋道や根拠とな

る性質を考えながら、証明を組み立てることができます。

証明メーカーの使用例

▲ 2 年 p.142

「根拠タブ」を見る

だけでも証明を考え

やすくなるね！

NEW! NEW!

NEW!

自
動
採
点
機
能
付
き
！

さらに

導入 活動 演習 自学自習

# 言語活動# 基礎・基本の定着 # 問題解決# つまずき対応キーワード

クリック !

クリック !
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特
色 

1

I
C
T
で
実
現
す
る
新
し
い
学
び

東書授業動画シリーズ（別売）

　繰り返し解いて、知識・技能の定着を図りたい「問」

には、その問題に対応したフラッシュカードを用意し

ました。基礎・基本の確認だけでなく、家庭での自学

自習用のコンテンツとしても利用することができます。

フラッシュカード 409409点

▲ 2 年 p.15 

お悩み
手軽に知識・技能を

習熟させる
コンテンツはないかな。

フラッシュカードの使用例

楽しみながら取り組めるように、
季節ごとに背景が変化するので、
ぜひチェックしてみてください！

編集者

ICTで実現する新しい学びICTで実現する新しい学び

11
特 色

　すべての「クイックチェック」「基本の問題」「章

の問題」「学びのベース」「補充の問題」に、①ヒン

ト、②解答、③類題を表示するコンテンツを用意し

ました。生徒自ら取り組むことで、主体的に学習に

取り組む態度を育むことができます。

ヒントと解答 757757点

▲ 2 年 p.32 「章の問題」

お悩み
生徒自身に丸付けして

もらいたいけど、答えだけ
写してしまわないか

不安だな。

ヒントと解答の使用例

Z 会グループ（栄光ゼミナール）の人気講師陣の授

業動画シリーズ。問題ごとに生徒に配信ができるの

で、クラスの理解度や進度、先生のタイミングに合

わせて活用できます。

自学自習 自学自習 で利用できるデジタルコンテンツ

活用術

4
先 生 先 生

画面中央をクリックすると解答が表示されま
す。風船は制限時間を表しており、表示の有
無や時間設定（長い／短い／カスタム）を変
更できます。

● ヒント表示
教科書の例や公式の振り返りや、着目するポイ

ントが表示されます。内容の理解度に応じて、

自己調整しながら学習を進めることができます。

● 解答表示
教科書の記述に合わせた解答が１行ずつ（また

は一度に）表示されます。

● 類題表示
もとの問題と同じ型の類題を解きなおすことが

できます。間違えた問題を振り返り、粘り強く

取り組む姿勢を育むことができます。

※�類題機能は「クイックチェック」「補充の問題」には、
搭載していません。

答えが正解であれば「○」、間違っていれば「×」
をクリック（タップ ）すると、次の問 題に 移り
ます。

すべての問題に解答すると正解数が表示され
ます。間違えた問題に再チャレンジして、全
問正解になるまで粘り強く取り組めます。

NEW!

NEW!

東京書籍××Ｚ会グループ
（栄光ゼミナール）

導入 活動 演習 自学自習

# 自学自習 # 習熟度別学習# 家庭学習 # 個別最適な学び # 知識・技能# 解説動画 # 学びの保証キーワード

QR コンテンツ活用術

豆知識

すべての領域にあります！
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特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

主体的・対話的で主体的・対話的で
深い学びをサポート深い学びをサポート

▲  3 年 p.12〜13

　各学年の最初の章の節導入を「学び方のページ」として

います。数学が得意でない生徒でも活動しやすいように、

簡単な計算できまりを見つけたり、予想したりする活動を

設けています。

　2年 1章では、マジックシートのしくみを予想し、文字

式の学習につなげます。

　3年 1章では、ドミノ倒しを題材としています。先にゴー

ルするコースを予想したり、実際にコースの長さを求めて

比較したりして、どのコースも同時にゴールする理由を考

えます。

# 小中高連携# 授業開き # 問題解決# 主体的・対話的で深い学び

1 年 0 章の授業の感想に、「九九表は暗記だと考えていたけど、たくさんき
まりがかくれていておもしろかった。」というものがありました。
初めての数学の授業で、多くの生徒に数学のおもしろさを感じて欲しいです。

　小学校と中学校の学びをつなぐページとして「1年 0章」

を設けました。

　算数が苦手だった生徒でも取り組みやすいように、九九

表から数のきまりを見つける題材を扱いました。

　生徒たちが見つけた考えを互いに認め合ったり、発表し

たことを評価したりすることで、発表しやすい学級の雰囲気

づくりを促します。
▲ 1 年 p.11　0 章のとびら

1 年 0 章

学び方のページ

▲ 2 年 p.12 

▲ 1 年 p.12〜13

九
九
表
か
ら
数
の
き
ま
り
を
見
つ
け
る
題
材

ド
ミ
ノ
倒
し
の
題
材

マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
き
ま
り
を
見
い
だ
す
題
材

22
特 色

1 年間の学びを形づくる授業開き

ルーローさん

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

キーワード

授業開きは
生徒が発言しやすい

雰囲気をつくりたいな。

教科書って
どうやって使えば
いいんだろう。

算数と
数学を
つなぐ

苦手意識
を克服

お悩み

編集者

生 徒先 生

18 19



特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

　主体的・対話的で深い学びを実現

するために、問題解決の授業で心が

けるポイントを示しました。

　問題解決の過程で大切

にしてほしい考え方の例

を、キャラクター（ルー

ローさん）の紫色の吹き

出しで紹介しています。

「学び方のページ」で、

それぞれ対応した吹き出

しを扱っています。

　「ノート」や「コンピューター・タブレット」

に学習を記録するときに大切にしたい観点を紹

介しています。

　「教科書の使い方動画」では、授業中や家庭学習での

問題の取り組み方をていねいに楽しく紹介しています。

教科書を活用しながら、主体的に学習を進められるよう

にしました。

▲ 3 年 p.4〜5

▲ 各学年 p.8　QR コンテンツ 「この本の構成と使い方」

▲ 3 年 p.7

学びを深めるための吹き出し

教科書の使い方動画

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

# ノート指導　#ICT（1 人 1 台端末） #QR コンテンツ　 # 授業開き # 問題解決キーワード

学び方の
基本が

身につく

学習記録の
観点

オリエン
テーション

にも！

数学の学習が楽しくなるように、「教科書の使い方動画」はポップで楽しい
雰囲気にしています。ぜひ、QR コードを読み取ってみてください。

1 年間の学びを形づくる授業開き

主体的・対話的で深い学びをサポート主体的・対話的で深い学びをサポート

22
特 色

D

編集者

学
習
を
記
録
す
る
と
き
に
大
切
に
し
た
い
観
点

動画は
こちら
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特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

学びをつなぐ ?

主体的・対話的で深い学びをサポート主体的・対話的で深い学びをサポート

22
特 色

生徒の疑問をつなぐ導入

数学って生活に
役立つのかな。

生徒が
考えたくなる授業を

したいです。
お悩み

▲ 2 年 7 章　商品の売れ行きは？ ▲3年6章　どこから撮ったのかな？

▲ 1 年 p.64〜65　2 章 1 節の導入

◆章とびらの題材例

　章とびらの疑問を解決するための活動を設定しています。

活動のなかでさらに疑問に思ったことを　  に示し、章の学習

につなげます。
節の導入

疑問を
つなぐ

章を貫く題材を多くの章
で用意し、学びがつなが
る展開にしています。

#MATH CONNECT # 問題解決キーワード

▲ 1 年 p.63　2 章のとびら ▲ 1 年 p.66

　生徒が疑問を感じる場面を提示

し、関心・意欲を高め、主体的な学

びにつなげます。

章とびら
興味・関心

を高める

生 徒

　「章タイトル」は、「章を通して身

につけてほしい資質・能力」を生徒

に伝えられるようにしています。章

のめあてとして、見通しをもって学

習に取り組むことができます。

● 1年1章 正負の数
 「数の世界をひろげよう」

● 1年3章 方程式
 「未知の数の求め方を
 考えよう」

● 2年4章 平行と合同
 「図形の性質の調べ方を
 考えよう」 

章タイトル
単元を貫く

課題

1 年 p.149 では、遊園地で
ポップコーンを購入するまで
の待ち時間を予測します！

身のまわりとつながる

このマークは、生徒が学校生活や私生活で感じた疑
問を、数学を使って問題解決する箇所に付けていま
す。問題解決を通して、数学の有用性が実感できます。

M
A

T
H

 C
O

N
N

E
C

T
M

A
T

H
 C

O
N

N
E

C
T

先 生

◆章タイトルの例

?
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特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

主体的・対話的で深い学びをサポート主体的・対話的で深い学びをサポート

22
特 色

自ら学びを切り拓き、深める工夫

統合的・発展的に
考察する力を

身につけさせたいです。

生徒が自ら
問題解決できる

授業をしたいです。
お悩み

　　 について解決の見通しがもてない生徒

のために、 　、　　…のステップを用意し、

数学が得意ではない生徒でも考えやすく、活

動しやすいようにしています。

　解決の見通しを考えたり、考えを説明する

言語活動をしたり、主体的に学習に取り組む

ことができるようにしています。

Q

　側注の問題解決の過程に沿って、

生徒が自ら考え、対話を通して考え

を深める授業が展開できます。

　  から始まる
問題解決
Q学びを

深める
　　　　　の
ページ

主体的・対話
的で深い

学びを実現

▲ 1 年 p.66

▲ 1 年 p.83

主体的・対話的で深い学びを実現

生徒の思考を
邪魔しないように

教科書を活用
したいです。

数学的な見方・
考え方を働かせて

ほしいです。
お悩み

　「深い学びのページ」は右ページから始まり、次のペー

ジの生徒キャラクターの考えや続きの発問につながりま

す。次のページの生徒キャラクターの考えが見えないた

め、生徒の思考を妨げない授業が可能です。

　「深い学びのページ」は習得した知識・技能を活用して、問題解

決をするページです。生徒が解決したくなる問題場面を用意してい

るので、興味・関心をもって学習に取り組むことができます。

#問題発見・解決の過程#問題解決#統合的・発展的に考察する#数学的活動#言語活動キーワード

ページをめくると…

　「同じように考えると」は、既習の学習との

共通点や相違点を見つけることを通して統合

的に考えることを促します。

同じように考えると
既習と
つなぐ

　「それなら」は、条件を変えて新しい内容

を見いだしたり、発展的に考えたりすること

を促します。

それなら
新たな学び

につなぐ

先 生 先 生

東京書籍の算数の教科書でも「それなら」、「同じ
ように考えると」を吹き出しに付しています。
小中 9 年間の学習で生徒の力を伸ばします。

編集者

右ページ始まりの秘密

学習過程の可視化

先 生先 生
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特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

主体的・対話的で深い学びを実現

　「友だちの考えを知ろう」や「話し合っ

てみよう」は、生徒キャラクターの考え

を読みとったり、考えを比較し気づいた

ことを話し合ったりする協働的な学びと

して活用できます。

　生徒が自らの学びを振り返ることができる仕組み

やコーナーを用意しました。

　授業や単元の振り返りに活用できるコーナーを用

意しました。生徒の学びを深めたり、評価に活用し

たりすることができます。

学びの自己調整

振り返りの充実

自らの
学びを

振り返る

表現力
書く力を

UP！

　問題解決を振り返って数学的な見方・

考え方に価値を見いだしたり、発展的に

考えたりする発問を用意しています。

▲ 1 年 p.84

▲ 2 年 p.152

▲ 3 年 p.86▲ 1 年 p.150

▲ 2 年 p.70

▲ 2 年 p.92

▲ 2 年 p.230〜231 

▲ 3年 p.263
 「スライドのつく
り方のポイント」

主体的に学習に取り組む態度の評価のために

主体的に学習に
取り組む態度の評価

に困っています。
お悩み

めくったページは…

主体的・対話的で深い学びをサポート主体的・対話的で深い学びをサポート

22
特 色

#協働的な学び #言語活動 # 主体的に学習に取り組む態度 #数学的な見方・考え方#思考力・判断力・表現力 #評価キーワード

協働的な学びの実現

学びを振り返り、深める

　「深い学びのページ」で働かせた数学

的な見方・考え方を振り返ります。

生徒が数学的な見方・考え方を理解しや

すいように、イラストとともに紹介して

います。

大切にしたい見方・考え方

　学習のなかで働かせた見方・
考え方を振り返って、これまで、
これからの学習内容を見方・考
え方でつなげます。　 ▼  p. 28

　「学びをふり返ろう」を設定し、学習のなか
で働かせた見方・考え方を振り返って価値づけ
られるようにしました。

　章の問題 Aには、章の学習を振り返る「ふ
り返りレポート」を用意しています。

　各学年の巻末では、レポートの書き方とレポート
の例を扱っています。また、3年では「スライドのつく
り方のポイント」を紹介し、レポートにまとめた内容
をスライドで発表する活動も行えるようにしています。

レポートにまとめよう

　算数や前の学年の内容を振り
返って確認することができま
す。　 ▼  p. 31

学びのベース【まとめ編】 チェックボックス　

先 生 先 生

　　 の横にチェックボックス
を設けました。学習の理解状況
の確認に活用できます。　

▼  p. 32

レポート指導は
どうすれば

よいでしょうか。
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特
色 

2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

生徒の数学的な
見方・考え方を

豊かにしたいです。

学習のつながりが
大切であることを
伝えたいです。

お悩み
先 生 先 生

主体的・対話的で深い学びをサポート主体的・対話的で深い学びをサポート

22
特 色

1 年 p.250

▲

 

▲ 2 年 p.200〜201

▲ 3 年 p.228〜229 

▲ 3 年 p.111「学びをふり返ろう」

▲ 1 年 p.254-255 「数学の目でふり返ろう」

　小学校から高校までの学習内容を、数学的な見方・考え

方でつなげます。

　既習事項とつなぐことで、未知の問題に出会ったときに、

既習事項やこれまでに働かせた見方・考え方を活用して、

自ら学びを切り拓こうとする態度を養います。

　また、次の学習内容とつなぐことで、発展的に考えて、

自ら学びを深める態度を養います。

学びを
つなぐ

授業やレポート課題で
活用できるように、関
連する箇所にリンクを
付けています。

キーワード #数学的な見方・考え方#小中高連携 #統合的・発展的に考察する

数学的な見方・考え方で学びをつなぐ

1 年 p. 250 では、小学校での数の
計算と中学校での文字式の計算を
見方・考え方でつなげます！

見方・考え方でつながる

このマークは、数学的な見方・考え方に焦点をあてた数学
のつながりを確認する箇所に付いています。見方・考え方
をよりよく働かせて、数学的な資質・能力を育みます。
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#MATH CONNECT

見方
・考え方

見方
・考え方

見方
・考え方
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一人ひとりの学び方で一人ひとりの学び方で
確かな学力を確かな学力を33

特 色

基礎・基本をしっかり習得

ルーローさん

お悩み
すべての生徒の

理解を
確実にしたい！

数学が苦手だな…。
何から手をつければ

よいのかわからないよ。

▲ 2 年 p.30

　つまずきの多い内容を同じページ

内ですぐに確認できます。

　算数や前の学年の内容を振り返って確認する

ことができます。さらに、算数のフラッシュカー

ド（自動採点機能付き）の QRコンテンツで自

学自習をサポートします。

　【まとめ編】の内容の理解を問題形式で確認す

ることができます。

　QRコンテンツ「ヒントと解答」では、ヒント、

解答、類題を表示することができます。自学自習

の場面でも活用でき、生徒が主体的に学習に取り

組む態度を育みます。

　中学校３年間の学習内容を、共通する考え方

でまとめました。学年を越えたつながりを示す

ことで、理解を深めることができます。

　学習した内容を細かな単位で確認

できる問題を新設しました。必ず身

につけたい問題を取り上げ、つまず

きを早い段階で発見できるようにし

ました。
クイックチェックは
授業時数配当外です。

前時の復習としても使えます！

その場で
復習

1・2・3 年
［巻末］

3年
［巻末］

▲ 2 年 p.202

▲ 3 年 p.232

▲ 1 年 p.260

生 徒先 生

# 小中高連携 # 学び直しキーワード # 基礎・基本の定着 # 知識・技能 # つまずき対応

2 年にも算数の復習ができる
ページを新設しました！

算数・数学どうしが
つながる

このマークは、今学習している数学と前後の学習との関
連を見いだせる箇所に付いています。前の学習を知るこ
とでつまずきを解消したり、後の学習への見通しを立て
たりすることができます。
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QR コンテンツ「ちょっ
と確認」でフラッシュ
カードに取り組むこと
もできます！

編集者

細かな
単位で

クイック
チェック

1・2年
［巻末］

学びのベース
【まとめ編】

学びのベース
【たしかめ編】

#MATH CONNECT

30 31



特
色 

3

一
人
ひ
と
り
の
学
び
方
で
確
か
な
学
力
を

▲ 2 年 p.217

思考・判断・表現

一人ひとりの学び方で確かな学力を一人ひとりの学び方で確かな学力を

33
特 色

教科書でかなえる「個別最適な学び」

お悩み
いろんな問題に
挑戦してみたい！

生徒一人ひとりの
ペースで

取り組ませたい！

　豊富な問題を用意し、数学が

苦手な生徒から得意な生徒まで

しっかりとフォローできる問題

構成にしています。

　「★」は授業時数配当外で生

徒自ら進んで取り組む問題で

す。習熟度別の授業にも対応し

ています。

1．確認する

2．習得する

3．活用する

　必ず身につけてほしい基本的な問題に

は「 」マークを付けています。問題の

重要度がわかるので、学習の進め方を自

ら考えて取り組むことができます。

　生徒が自らの学習状況を把握しながら

学びを進められるよう、新設しました。

観点ごとに色と形を変え、身につけてほ

しい資質・能力がわかるようにしました。

▲ 1 年 p.51

▲ 2 年 p.15

▲ 2 年 p.94

▲ 1 年 p.62

知識・技能

♥マークには、「これが解ければ
ひと安心♥」という思いも込めて
います。

編集者

生 徒 先 生

 マーク
まずは

ここから

　　  が早く終わった生徒は、側注のリンクから

巻末の　　　　　　に取り組むことができます。

　　　　　　　のなかで、少し難しい問題には、

★マークをつけ、個に応じて難易度を調整できる

ようにしました。

★マーク

　  が
できたら

　身につけた知識・技能を活用して解く問題を用

意しました。自ら考えを表現する力を高める「記

述式の問題」を扱い、全国学力・学習状況調査の

活用型の問題や最近の入試に対応しています。

★自ら進んで取り組む問題です。

（活用の問題）

日常や
数学で

活用する

3 年 p.162〜163 の『数学×仕事』
では、相似の性質を使って 3D
アートを作ることができます！

社会とつながる

このマークは、社会のなかで数学が活用されている場面
に付いています。社会への興味・関心を育むとともに、
主体的に学習に取り組む態度も育みます。
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チェックボックス
学びの

自己調整

キーワード # 基礎・基本の定着 # 個別最適な学び

活用する

習得する

確認する

★自ら進んで取り組む必修

#MATH CONNECT #思考力・判断力・表現力

# 全国学力・学習状況調査 # つまずき対応# 主体的に学習に取り組む態度 #評価

# 習熟度別学習
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教育課題に向き合う、教育課題に向き合う、
寄り添う寄り添う44

特 色

小中高連携への取り組み

ルーローさん

お悩み
小中高のつながりを

意識できると
いいんだけど…！

算数の振り返りと
演習、どちらも

できるといいな…

　「虫めがね」マークは、東京書籍の算数・数学の教科書で

共通のアイコンです。小学校で育んできた見方・考え方を

いかして、中学校の学習につなげる展開を工夫しました。

　学習の土台となる算数の振り返りを２年

でも扱っています。【たしかめ編】で問題

を解くこともできます。

　「ちょっと確認」コンテンツでは、算数のフラッ

シュカード（自動採点機能付き）を用意しました。

本文ページからすぐに取り組むことができます。

　当該の学年で学習する範囲を超えた内容には

「発展」マークを付け、高等学校の学習内容との

つながりを意識できるようにしました。

小中で
学び方がつながる

虫めがねマーク

学びのベース（算数） フラッシュカード（算数）

発展マーク

学びの
連続性

算数の学び直しが充実
1 年にも
2 年にも

高校へのつながり中高連携

▲ 6 年 p.161

▲ 6 年 p.163

▲ 2 年 p.202 ▲ 2 年 p.52

▲ 2 年 p.90

▲ 4 年下 p.53

▲ 1 年 p.149

▲ 1 年 p.150

▲ 1 年 p.139

　統合的に考えるきっかけを示し

ています。

▲

p. 24

　東京書籍の算数・数学の教科書

では、側注で問題解決の進め方を

提示し、小中連携した学びが実現

できるようにしています。生徒が

見通しを持って、主体的に取り組

めるようにしています。

  のページ

　発展的に考えるきっかけを示し

ています。

▲

p. 24

先 生

# 統合的・発展的に考察するキーワード # 小中高連携 # 数学的な見方・考え方 # 学び直し

小学校

小学校

中学校

中学校

▲ 1 年 p.143▲ 6 年 p.168

先 生
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教
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課
題
に
向
き
合
う
、
寄
り
添
う

現代的な諸課題への取り組み

教育課題に向き合う、寄り添う教育課題に向き合う、寄り添う

44
特 色

　この教科書での学習を通して、SDGsの意識を高め

られるようにしています。

　QRコンテンツで「スクラッチ」を用いたプログラ

ミングに取り組むことができる教材を用意しています。

SDGs への取り組み
数学の

視点から

プログラミング教育
体験して
考える

▲ 1 年 p.156

▲ 1 年 p.63

▲ 1 年 p.62

▲ 1 年 p.186〜187

▲地理 p.24

▲ 1 年 p.189

　他教科との関連がある箇所に「他教科リンク」

をつけ、他教科の教科書紙面を見られるように

しました。教科横断的な学習でも利用できるよ

うにしています。

　「数学 ×仕事」のコーナーでは、仕事の

なかで数学を活用している人を紹介してい

ます。右ページの活動で仕事を体験し、

数学の有用性を実感できるようにしました。

スポーツ栄養士、伝統工芸士、気象予報士、
ロボット開発者、マーケティングアナリスト、
渋滞学研究者、3 D アートクリエイター

キャリア教育
社会で
活きる
数学

環境

人権・福祉

▲ 3 年 p.106

　特別支援教育および色覚特性の専門家校閲を受け、

誰もが学びやすいユニバーサルデザインを実現しました。

　また、指導書の付録に「総ルビ・分かち書き PDF」

を用意し、さまざまな特性のある生徒や外国につなが

りのある生徒の学びをサポートします。

ユニバーサルデザイン
誰もが

学びやすい

・文節など言葉の切れ目で改行
・内容のまとまりを示す罫線
・色数をしぼったシンプルなデザイン

1 年 p. 291 では、フラクタル
模様を活用した日よけの秘密
に迫ります！

つながりを深める

このマークは、学んだことを活用して、さらに深めたり、ひ
ろげたりする『数学の自由研究』に付いています。主体的
に学習を進めることができ、学習の個性化にも役立ちます。

▲ 1 年 p.167

伝統・文化

▲ 1 年 p.190

▲ 1 年 p.288

防災・安全

カリキュラム・
マネジメント

他教科と
つながる

# ユニバーサルデザイン

# キャリア教育キーワード #SDGs

# 防災教育

# カリキュラム・マネジメント

# プログラミング的思考
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制服の
ジェンダーレス化
に対応しました。

# 学びの保証

#MATH CONNECT # 多様性に寛容な社会
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教師用教材豊富なラインナップで、
先生の思い描く授業を

●  教師用指導書
 ■ 指導編（朱書）、指導編（朱書）クラウド配信版
 ■ 資料・問題編
 ■ 研究編
 ■ レッツプラクティス
 ■ 指導書コンテンツライブラリー
 ■ 指導者用デジタル教科書（教材）
 ■  問プリ
●   みんなにもっとNIMOT！（二モット） 指導者用

教科書の縮刷に解答を朱
書で記入。教材の趣旨や指
導上の留意点、発問例など
を掲載。

指導編（朱書）

クラウド上でテストやプリ
ントが手軽に作成できる、
問題プリント作成ソフト。

問プリ

評 価規準例／指導案／準
備テスト／小テスト／観点
別評価テスト／教科書の詳
細解答／など

資料・問題編

太田伸也先生執 筆。授業
や教材研究に役立つ情 報
が満載。

研究編

知識・技能習得のためのド
リル 教 材。約 1, 000 題の
問題を掲載。コピーして利
用可能。

観点別評価テスト

翻訳用テキストデータ

Tosho 数式エディタ

レッツプラクティス

※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。 ※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

● 学習者用デジタル教科書
● みんなにもっとNIMOT！（二モット） 学習者用
● 教科書準拠問題集

　教師用指導書の指導編（朱書）がお手元の情報端末で表示でき
るようになりました。
　ビューアは「Lentrance® Reader」を使用しています。
　書き込みや外部リンクの設置ができるため、校外の研修でメモ
したり、資料をリンクさせたりすることが可能です。

　授業や採点業務、教材研究などを支援する
豊富な教材を提供します。
・Tosho 数式エディタ
・Tosho 関数・図形エディタ
・年間指導計画
・ワークシート
・観点別評価テスト、小テスト、準備テスト
・教科書本文 Wordデータ
・教科書解答データ
・総ルビ・分かち書き教科書紙面 PDFデータ
・指導用スライド（箱ひげ図）
・翻訳用テキストデータ

指導計画作成資料やワーク
シート、教科書 Word デー
タなど、Web サイトよりダ
ウンロードして利用可能。

指導書コンテンツ
ライブラリー

紙 の 指 導 編（ 朱 書） と同
じ内容を情報端末で表示
可能。

指導編（朱書）
クラウド配信版

充実した指導者用コンテン
ツや機能を搭載。

指導者用デジタル
教科書（教材）

教師用指導書

■ 指導書コンテンツライブラリー

■ 指導編（朱書）クラウド配信版

教師用教材ラインナップ

教師用教材ラインナップ 生徒用教材ラインナップp.39 -42 p. 42

●  EdLogクリップ採点支援システムとの連携
● 算数・数学ポータルサイト  math connect

● 算数・数学情報誌   math connect

その他、先生方へのサポート p. 43

教科書だけでなく
教師用指導書もデジタル化して

先生方の働き方改革を
サポートします！

採点支援システムと連携

Google 翻訳で多言語に対応！

Word できれいな数式を表示

133言語
に対応

#ICT（1 人 1 台端末）　# デジタル教科書　# 働き方改革キーワード

1

資料・問題編

教師用指導書

新 編

新しい 数学

1

研究編

NEW!

x=90 ° x=40 °

x=110 °

教師用指導書

新 編

新しい 数学
教師用指導書

新 編

新しい 数学

（令和6年2月時点）

授業づくりを

サポート！
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● 書き込み・保存 ● QRコンテンツへのアクセス

● 拡大表示 ● 複数書目の一括管理

● 外部リンクの設置 ● NIMOT！との初期設定での連携

● 特別支援教育への対応
　 （文字の大きさ変更、本文の読み上げ、
　 文字色・背景色・行間の変更）

● MY教科書エディタ

● 解答表示ほか指導用オリジナルコンテンツ

● スライド表示

● ふりがな表示・分かち書き表示 ● 指導書コンテンツライブラリーへの
　 アクセス
（翻訳テキスト、Googleコンテンツなど）

● スクリーンショット

● マスク機能

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!

教師用教材

　教科書紙面を分割したスライドを用意しています。順に示すことで、
生徒の思考を妨げることなく学習を進めることができます。

　学習内容ごとに Google フォーム と Microsoft Forms の確認
テストを用意しました。生徒の理解・定着度の確認にご利用ください。

　正誤判定の結果は自動で集計されます。さら
に、生徒ごとの結果も表示することができるので、
授業中の指導に活かしたり、評価に活用したりす
ることができます。

　問題を解くだけでなく、解説を確認したり、振り
返りを記入したりすることができます。テストが早
く終わってしまった生徒や、やり直しをする生徒の
ために、追加問題を用意しています。

教師用端末 生徒用端末

※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。 ※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

指導者用デジタル教科書（教材）

　授業を充実させる機能やコンテンツを付加し
た提示用教材です。ビューアは「Lentrance® 

Reader」を使用しています。書き込み機能、拡大
表示、特別支援への配慮など、数多くの機能のな
かから、いくつかの機能を紹介します。

　教科書紙面の使いたい箇所（ブロック単位）を選んで配置を変え
たり、文章やお手元の画像を追加したりして、オリジナル紙面を手
軽に作ることができます。

　問や節末、章末の問題などの解答と途中式を表示することができ
ます。ステップ表示機能では、途中式を順を追って表示して説明す
ることで、注目してほしい箇所を明確にすることができます。

MY 教科書エディタ

解答表示

スライド表示

確認テスト
（Google フォーム ／

Microsoft Forms）

ワークシートや問題
プリントの作成にも
ご利用いただけます。

▲正誤判定の結果（Google フォーム）

▲問題画面と解説画面（Google フォーム）

指導者用デジタル教科書（教材）機能一覧

# 評価　　キーワード

●上の 4つの建物は、それぞれどのような立体として
　みることができるでしょうか。
　気づいたことを話し合ってみましょう。

NEW!

NEW!

NEW!

NEW!
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生徒用教材教師用教材

　小・中学校のあらゆる教科のアプリケーションや
Webサイト、動画、インタラクティブコンテンツ、画
像、音声、プリントなどを、児童・生徒、先生に配信
する会員制Webサイト（有償）です。
　中学校数学では授業動画シリーズとして、教科書の
「章の問題 A・B」の解説をＺ会グループ（栄光ゼミナー
ル）の精鋭講師陣と協同し、制作しました。

みんなにもっとNIMOT！

教師用教材

※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

生徒用教材

　基礎問題から入試問題まで取り組める『基
礎からの問題集』、難易度の高い問題に多く取
り組める『実力アップ問題集』の 2種類を用
意しました。
　どちらか 1種類を購入すると、2種類の問
題集の 3学年分の紙面 PDFデータをご利用い
ただけます。習熟度別学習や生徒の実態に併
せてご活用ください。

　『基礎からの問題集』には、例題の解説動画
を用意しています。

　『基礎からの問題集』、『実力アップ問題集』
の Lentrance®版を教師用の付録として用意
しています。デジタル教科書との連携を予定
しています。

教科書準拠問題集

1 種類で 2 種類分の PDF（教師用） 解説動画（生徒用）

問題集デジタル版（教師用）

その他、先生方へのサポート

　EdLogクリップ採点支援システムと指導書付
属の観点別評価テストが連携します。解答枠、
配点、観点などの事前設定がされているので、
採点作業の時間を短縮できます。

　がんばる先生のための算数・数学ポータルサ
イト 『math connect』 では、日々の授業で役立
つ情報をお届けします。定期的に情報誌もお届
けしますので、ぜひご覧ください。

採点支援システム
との連携

算数・数学ポータルサイト、
情報誌『math connect』

※上記は、内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

生徒用教材

　指導者用デジタル教科書（教材）と同様に、ビューア
は「Lentrance® Reader」を使用しています。
　QRコンテンツへのスムーズなアクセス、学習履歴の保
存、特別支援への配慮、複数書目の一括管理など、生徒
の学びが充実する機能を取り揃えています。

学習者用デジタル教科書

詳細は
こちらから

こちらから
アクセス！

　『新編 新しい数学』に掲載してい
る問題、解答データを収載していま
す。クラウド上で問題や解答を選び、
Word、PDFファイルに出力するこ
とが可能です。
　先生の自作問題を登録することも
可能です。

問プリ

▲授業動画

先生方の採点作業を
サポートします！

▲ EdLog クリップ採点支援システム　設定画面

# 解説動画　# 家庭学習　# 個別最適な学び　# 習熟度別学習　# 評価　# 学びの保証

NEW!

NEW!

NEW!

キーワード

42 43



学
年
別
特
色

１
年

学 年 別 特 色

11年年

▲ QR コンテンツ「折り紙を配ると…」

▲ 0 章 p.15 

▲ 0 章 p.16

▲ 1 章 p.47 

▲ 6 章 p.215 

▲ 7 章 p.240 

▲巻末紙教具

▲ 3 章 p.108 

根拠とする代表
値としてふさわし
いかどうか

収集したデータ
からわかることか
どうか

6 章 「空間図形」

3 章 「方程式」

「素因数分解」と「累乗の指数」を
1年0章で扱いました。

空間図形の理解をサポート
する紙教具を用意しました。

批判的に考察し
判断する力を養います。問題場面の理解をサポート

する動画を用意しました。

ルーローさん

　「素因数分解」は自然数の範

囲で考えるため、負の数を学習

する前に扱い、生徒に混乱が生

じないようにしました。0章の

導入で考えた九九表のきまりを

説明する題材で「素因数分解」

につなげているため、生徒の思

考に沿った流れで導入できます。

　また、「累乗の指数」を使っ

た表し方も 0章で扱い、知識・

技能の習熟が行えるようにしま

した。

　折り紙を配るようすや数量の関係をと

らえる場面を動画で示し、生徒の関心を

高めるとともに、問題場面を把握しやす

くしています。

　実際に紙教具を使って立方体をつ

くり、観察、操作を行うことで、空

間図形の見方を深められるようにし

ています。

　批判的に考察し判断する発問や問を「データ

の活用」領域で 3学年通して用意しました。

　批判的に考察し判断することを通して、より

よい解決や結論を見いだそうとする態度が身に

つきます。

2 年や 3 年でも、批判的に考察し
判断する力を養います。

実
際
に
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

0 章 「算数から数学へ」

7 章 「データの分析と活用」

キーワード # 批判的に考察する力
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学 年 別 特 色

22年年

学
年
別
特
色

２
年

箱ひげ図の必要性が
実感できる導入

統計的探究プロセスの可視化

〔証明のもと〕 〔図形の性質一覧〕

▲ 7 章
p.186〜187

▲ 5 章 p.132

変域を求めるページを
新設しました。

証明の学習を助ける証明メーカー
を用意しました。

　xの変域に制限があるときの

yの変域を求める問題は 3年や

高校の学習でよく出題されます。

その学習の素地となるように、

2年「1次関数」の学習で変域

を求める問題を新設しました。

　証明の文章を構成する「証明のもと」を用意し、
ドラッグ＆ドロップで証明をつくります。ノートに一
から証明を書く際のヒントとしての活用も可能です。

　図形の性質一覧を表示して、性質を振り返りながら
証明の学習を進めることができます。性質をドラッグ
＆ドロップすることで証明をつくることが可能です。

　証明メーカーは、コンテ

ンツ内で証明をつくること

ができるほか、生徒の実態

に応じて利用できる機能を

用意しています。3年の証明

の学習にも対応しています。

3 章 「1 次関数」

4 章「平行と合同」、5 章「三角形と四角形」

▲ 3 章 p.70 ▲ 3 年 4 章 p.110

▲ 7 章 p.179 ▲ 7 章 p.181

ルーローさん

7 章 「データの比較」

社会生活に必要な
データ活用力を育みます。 　2年 7章では実在する店舗の牛乳の販売

数データをもとにして、売れ行きの傾向を

分析します。曜日別に表した 7つのヒス

トグラムを一度に比較することが困難であ

ることから、一目で比較しやすい新しい統

計的な表現として箱ひげ図を導入します。

　1年 7章と 2年 7章では、統計的探究プロセスを意識して学習を進めることができます。

証明を書くことに時間が
かかる生徒の考える時間
を増やします！

箱ひげ図の必要
感を感じること
ができる導入に
しています。

統
計
的
探
求
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化

キーワード #PPDAC

2年 3年
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学 年 別 特 色

33年年

学
年
別
特
色

３
年

▲ 2 章 p.45

▲ 3 章 p.75

▲ 3 章 p.79

▲ 3 章 p.81

▲ 4 章 p.111

▲ 6 章 p.169

▲ 7 章 p.202

▲ 6 章 p.169

▲ 4 章 p.108

平方根

平方根の考えを使った解き方

解の公式を使った解き方

因数分解を使った解き方

生徒の体験を重視した
導入としました。

学びの深まりを実感
できる構成としました。

3年間の関数の学習を
振り返る構成としました。

　直前の 2章では「平方根」を学

習しており、3章では続けて「平方

根の考え」をもとにした解法を扱

えるようにしました。2章「平方根」

では「2乗すると9になる数」、3章

「2次方程式」では「（x+2）2＝9の解」

を考える構成とし、共通の題材を

設定することで平方根とのつながり

を意識した学習ができるようにして

います。

　また、平方根の学習と関連づけ

て考えることで、2次方程式の解が

一般に 2つあることも理解しやすく

なります。

　比例 y=axと関数 y=ax2とを比較し

ながら関数の特徴を見いだす構成としまし

た。比例の特徴を振り返りながら学習をす

ることで、相互の特徴の理解が深まります。

　また、発展的に考える吹き出しを入れて、

高校での関数の学習につなげます。

2次方程式の解法の配列を
工夫しました。

3 章 「2 次方程式」

6 章 「円」

7 章 「三平方の定理」

4 章 「関数 y=ax2」

ルーローさん 　生徒が持っている情報端末のカメラを使って、

実際に体験ができる導入にしました。クラス全員

で黒板の両端がぴったり入るカメラの位置を探す

活動を通して、円の性質を見いだすことができ 

ます。

　7章「三平方の定理」では、円錐の体積を求める問

題を扱っています。この問題の円錐は 1年「空間図形」

の投影図の学習で扱った円錐と同じものです。円錐の

高さを、1年では図をかいて求めましたが、3年では三

平方の定理を活用して求めることで、内容の深まりや

数学を学習する有用性を感じることができる構成とし

ています。

「カメラが写せる
角度を知ろう」

QRコンテンツ

カメラの仕組
みを補足する
動画を用意し
ています。

3年

▲ 1 年 6 章 p.210

1年
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学力調査で正答率の低い問題や特定の誤答が多い問題を分析し、
内容の取り扱いを丁寧にしています。

知識・技能

● 自然数を素数の積で表すこと

● 反比例の表から比例定数を求めること

● 度数分布表から相対度数を求めること

▲ 1 年 p.146

▲ 2 年 p.120

約数を求めている解答や、積の
形で表していない解答が見られ、
素因数分解することの意味を理
解していない生徒がいると考え
られます。そのため、素因数分
解の例と問を新設し、素因数分
解の理解を深められるようにし
ました。

反比例の表やグラフから式を求
める活動を、本文の Q で取り上
げ、反比例の表、式、グラフを
相互に関連づけて捉える力が養
えるようにしています。

▲  １年 p.16

▲ 2 年 p.119

▲ １年 p.17

つまずきつまずきから入試入試まで

R4 年度　全国学力・学習状況調査 
数学 大問 1

H31 年度　全国学力・学習状況調査
数学　大問 4

H29 年度　全国学力・学習状況調査
数学 A 大問 14(2)

正答率

正答率

52.9%

49.9%

46.1%

東京書籍　標準学力調査（改題）

67.6%
● 証明の必要性と意味を理解すること

素因数分解の
理解を深める

反比例の表、式、
グラフを関連づける

Ｑでは、階級の度数をそのまま比
較することが適切でないことを実
感できる場面を設定しました。

具体的な場面で、
相対度数の必要性と

意味を実感
証明のためにかかれた図がすべて
の代表として示されていることを
理解していない生徒が多く見られ
ます。
Ｑの発問では、同じ条件を満たす、
異なる図について問い、証明の意
義を考えられるようにしています。

証明の意義を考える

東京書籍だからこそ
できる、エビデンス
にもとづいた教科書
編集を行っています。

▲  1 年 p.231

（度数の合計）÷（階級の度数）と考えている
と見られる誤答が多いため、視覚的にわかり
やすくなるよう工夫しました。

色分けでさらにわかりやすく！

反比例の表、
式、グラフの
関係を調べよう

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感

正答率

正答率

比例定数の値を変更すると、連動し
て、表・式・グラフが変化するので、
それぞれの関連を視覚的に捉えるこ
とができます。

ICTでつながる

シミュレーション

D
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▲ 2 年 p.24

▲  2 年 p.147

▼ 2 年 p.25

統合的に考える
「同じように考えると」
例 2 と問 3 で 2 点 E、F のとり
方を変えて発展的に考え、その
2 つのパターンで共通することが
らを統合的に考察することを促
しています。

問 3 では、2 点 E、
F のとり方を変え
て考えます。

つまずきつまずきから入試入試まで

活 用

49.5%

式による説明では、記述の指導
に焦点を当てるだけでなく、目
的に応じた式変形をできるよう
にし、説明を振り返って考察を
深めることを重視しています。

R4 年度　全国学力・学習状況調査 
数学 大問 6（2）

式による説明では、
過程を重視した
活動を設定

発展的に考える「それなら」
発展的に考えるきっかけになる発問や吹き出しに
は、「それなら」のマークを付しています。ここで
は、説明を振り返って新しい性質を見いだします。

目的に応じた式変形を考えるきっかけとなる発
問です。3×(整数)の形に変形すればよいことを
しっかりとおさえます。

●  発展的に考え、条件を変えた場合に
ついて証明の一部を書き直すこと

図形の証明の学習では、ことが
らの条件を変えて発展的に考え
ることで、問題の本質に迫る深
い学びにつながります。そこで、
本文の例と問を、証明の練習問
題としてだけではなく、相互に
関連づけて扱い、統合的・発展
的な考察が行えるようにしまし
た。

H30 年度　全国学力・学習状況調査

数学 B 大問 4(2)

43.3%

統合的・発展的な
考察を重視

「証明のもと」や「根拠」から必要なパーツを
選んで、証明をつくることができます。学習が
進むにつれて「根拠」にある図形の性質が増え
ることで、図形の体系づくりを実感できるよう
にしました。

ICTでつながる

証明メーカー

D

正答率

正答率

【証明】

平行四辺形になる

ことを証明しよう④

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感

●  目的に応じて式を変形したり、その
意味を読み取ったりして、 ことがら
が成り立つ理由を説明すること
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ICTでつながるD

大切にしたい
見方・考え方
深い学びのページで働かせ
た見方・考え方をまとめて、
振り返ります。内容をまと
めたイラストを加え、楽し
みながら読めるようにしま
した。

▼ 3 年 p.119

▲ 2 年 p.83、84▲ 1 年 p.247

活 用

入試への対応

●  資料の傾向を的確にとらえ、 
判断の理由を数学的な表現を用いて 
説明すること

37.4%
無答率 37.1%

東京書籍　標準学力調査（改題）

章末問題では、相対度数の折れ
線の形と位置に着目して比較す
る問題を扱い、データの傾向を
とらえ、説明する力が高められ
るようにしています。無答率が
高いことに対応して、QR コンテ
ンツ「ヒントと解答」で説明の
ポイントを示しています。

データの傾向をとらえ、
説明する力を高める

章末問題には、「ヒントと解答」コンテンツを用意し
ています。このコンテンツでは、問題のヒントと解答
を表示することができます。類題に取り組むこともで
き、段階に応じて学習を進めることができます。

「ヒントと解答」コンテンツのある問題
● クイックチェック	 ● 基本の問題
● 章の問題 A	 ● 章の問題 B
● 補充の問題	 ● 学びのベース【たしかめ編】

ヒントと解答

【章の問題 B】

7章問題 1

つまずきつまずきから入試入試まで

● 放物線と直線の交点の座標から、
　 平面上の三角形の面積を求めること

「放物線と直線」の問題を、本
文の例と問で取り上げました。
例では、問題を解くときの考え
方や解答の書き方を示し、丁寧
に扱いました。基本的な問題を
確実にできるようにして、入試
に対応できる力につなげます。

日常生活の問題を数学で解決し
ようとするとき、1 次関数とみな
す見方が大切です。そこで、本
文や章末に豊富な問題を用意し、
問題解決の考え方や方法の理解
が深まるようにしています。

長崎県　公立高校入試 
2022 年　大問 3

広島県　公立高校入試 
2022 年　大問 5

放物線と直線の問題を
本文に掲載

1次関数とみなして
解決する方法を重視

●  2つの数量の間の関係を 1次関数と
みなして、問題を解決すること

正答率

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感
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つまずきつまずきから入試入試まで

観察・操作を重視した
正多面体の学習

▲ 1 年 p.195

▲ 1 年巻末付録 p.313

● 正多面体の体積

正多面体などの空間図形の見方
を養うには、模型を実際に手に
取って観察する経験が大切です。
そこで、正多面体の学習を本文
の Q で扱い、巻末付録で正多面
体の模型を作って、観察する活
動が行えるようにしています。

千葉県　公立高校入試
2023 年　大問 1(4)

入試への対応

はさみもテープも不要
です！タブを切り込み
に入れて組み立てるこ
とができます！

実物では前の面に隠れて見えない反対側の辺や面の様子を確認することができます。紙とデジ
タル双方のよさを組み合わせて活用することで、空間図形の見方を深めることができます。

ICTでつながる

シミュレーション

D

正多面体を

観察しよう

全部
つくれます！

QRコンテンツ！QRコンテンツ！
推し推し

触って実感
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検討の観点と
内容の特色

新編  新しい数学令和７年度用

（１）教育課程および学習指導要領への対応

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 数学的な見方・考
え方を働かせ、数
学的活動を通し
て、数学的に考え
る資質・能力を育
成できるよう配慮
されているか。

主体的・対話的で深い
学びの視点から、一つ
一つの学習活動を吟味
し、質の高い数学的活
動が行えるようにして
います。

「章とびら」では、生徒の関心・意欲を高める日常生活の場面を 1
コマのイラストと「問いかけ」で提示し、主体的に学習に取り組める
ようにしています。「問いかけ」では、生徒の自然な疑問から解決の
必要感を持たせて、1節の導入の活動につながるようにしています。

1年 p. 63、p. 117
2年 p. 35、p. 161
3年 p. 93、p. 167
など

「節の導入」では、「問題 (Q)」と「補助発問 (❶、❷、...)」を手
がかりに、生徒が主体的に考えたり調べたりする問題解決的な学習
を通して、新たな知識や技能を身につけることができるよう、問題
の提示や発問を吟味しています。

1年 p.64-65、p. 158 - 159
2年 p.36-37、p.96-97
3年 p.42-43、p. 188 - 189
など

「深い学び」では、主体的・対話的で深い学びが実現できるよう、
問題発見・解決の過程を重視した数学的活動を紙面化しています。
「問題をつかむ→見通しをたてる→問題を解決する→ふり返る→深め
る」の過程に沿って、問題の提示や発問を吟味しています。特に「深
める」の過程では、活用・意味づけ、統合的・発展的に考察するこ
とを促す発問を設定し、さらに学びを深めることができます。

1年 p.83-84、p. 149 - 150 
2年 p.27-28、p. 107 - 109
3年  p.85-86、p. 203 - 204
など

1年 0章「算数から数学へ」を設定し、中学校数学の授業開きで、
小中接続を意識した数学的活動を通して、発表の仕方や聞き方など
の学び方を学び、以後の学習を生徒が主体的に取り組めるようにし
ています。

1年 p.11-13

1 .目標と内容の取扱い
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観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 数学的な見方・考
え方を働かせ、数
学的活動を通し
て、数学的に考え
る資質・能力を育
成できるよう配慮
されているか。

問題解決的な学習を重
視し、その過程で生徒
が自ら数学的な見方・
考え方を働かせ、振り
返って意識したりする
ための工夫を随所に取
り入れています。

「虫めがねマーク」の吹き出しでは、問題発見・解決の過程で生徒
が自ら数学的な見方・考え方を働かせたり、振り返って意識したり
することを促します。吹き出し形式にすることで、学習場面に即し
た具体的な言葉で、生徒が主体的に考えられるようにしています。

1年 p. 98、p. 175
2年 p. 51、p. 131
3年 p. 30、p. 221
など

「学びをふり返ろう」では、生徒が自ら働かせた数学的な見方・考
え方を意識し、そのよさがわかるよう内容のまとまりごとに学習を
振り返る場面を設けています。また、学習を終えたあとに青色の吹
き出しを振り返ることで、働かせた見方・考え方を考えるきっかけ
となるようにしています。

1年 p. 147、p. 245
2年 p. 53、p. 100
3年 p. 121、p. 177
など

「深い学び」では、「大切にしたい見方・考え方」を示し、問題解
決で生徒が働かせた数学的な見方・考え方を振り返り、そのよさを
自覚化できるようにしています。「ふり返る」の過程では、「大切に
したい見方・考え方」を焦点化するための発問を設定しています。

1年 p. 84、p. 150 
2年 p. 28、p. 109
3年 p. 86、p. 204
など

「章の問題Ａ」では、その章で働かせた見方・考え方を振り返っ
てレポートにまとめる「章のふり返りレポート」を設定し、「主体
的に学習に取り組む態度」などの評価の参考にできるようにして
います。

1年 p. 88、p. 154
2年 p. 92、p. 122
3年 p. 124、p. 222
など

巻末に、章の学習後にその章で働かせた見方・考え方を振り返る「数
学の目でふり返ろう」を設定し、同じ数学的な見方・考え方を前の
学習や先の学習でも働かせていることを、具体例を通して確認でき
るようにしています。

1年 p. 250 - 255
2年 p. 194 - 201
3年 p. 226 - 231

❷ 基礎的な概念や原
理・法則などの理
解を深めるととも
に、事象を数学化
したり、数学的に
解釈したり、表現・
処理したりする技
能を身につけられ
るよう配慮されて
いるか。

日常生活や社会の問題
を解決したり、既習を
もとにして、数量や図
形についての性質など
を見いだしたりする数
学的活動を通して、深
い知識や活用できる技
能を身につけられるよ
うにしています。

本文では、内容のまとまりごとに「学習課題」と「問題 (Q)」を設定し、
「めあて」や「課題」を明確にした授業づくりの参考になるように
しています。生徒が見通しを持って学習に取り組み、その学習を振
り返ることで知識・技能の定着を図ることができます。

1年 p.54-55、p. 160 - 161
2年 p.25-26、p. 167 - 168
3年 p.107-109、p.139 -140
など

「節の導入」では、作業的な活動を取り入れ、生徒が意欲的に取り
組めるようにしています。また、活動を振り返って生じた疑問 (？)
が、本文の学習につながるようにしています。

1年 p.20-21、p.92 -93
2年 p.58-59、p. 126 - 127
3年 p.94-95、p. 168 - 169
など

「問題 (Q)」では、「補助発問（❶、❷、...）」を手がかりに、日常
生活や社会の問題を解決したり、既習をもとにして、数量や図形に
ついての性質などを見いだしたりする数学的活動を通して、既習の
知識と関連づけた深い知識や、様々な場面で活用できる技能を身に
つけられるようにしています。

1年 p. 96、p. 142 - 143
2年 p. 113、p. 143 - 144
3年 p. 57、p. 100 - 101
など

「吹き出し」や「補助発問（❶、❷、...）」には、既習の内容との
関連を示唆し、統合的に考えるきっかけとなる「同じように考えると」
や、学習した事柄を発展的に考えて、さらに学びを深められる「そ
れなら」を示し、学びのつながりを生徒が自覚できるようにしました。

1年 p. 84、p. 240
2年 p. 62、p. 100
3年 p. 99、p. 157
など

基礎的・基本的な知識
や技能が確実に習得で
きるよう、個人差にも
対応できるきめ細やか
な問題構成にしていま
す。

本文の「問」では、必ず解けるようになりたい問題に「♡マーク」
をつけたり、側注リンクから巻末「補充の問題」に取り組めるよう
にしたりして、生徒一人一人の特性に合わせた指導の個別化にも対
応しました。
「クイックチェック」では、学習内容を細かな単位で確認でき、早
期につまずきを解消できるようにしています。

1年 p. 32、p. 36
2年 p. 16、p. 21
3年 p. 17、p. 21
など

節末の「基本の問題」では、節ごとに基礎的・基本的な知識や技能
の確認、習得が図れるようにし、生徒自身が自らの課題を認識し、
つまずきを解消できるようにしています。

1年 p. 28、p. 56
2年 p. 22、p. 48
3年 p. 24、p. 50
など

巻末の「補充の問題」では、本文の「問」に対応した豊富な問題 (1
年 383題 /2年 227題 /3年 358題 )を用意し、繰り返し練習する
ことで基礎的・基本的な知識や技能を習得できるようにしています。
また、やや難しい問題に★をつけ、個人差にも対応しています。

1年 p. 266 - 280
2年 p. 217 - 228
3年 p. 246 - 260
など

1 .目標と内容の取扱い
観点 特色 具体例 該当ページ

❷ 基礎的な概念や原
理・法則などの理
解を深めるととも
に、事象を数学化
したり、数学的に
解釈したり、表現・
処理したりする技
能を身につけられ
るよう配慮されて
いるか。

生徒のつまずきに対応
した指導が適切に行え
るよう、学力調査等で
課題が見られる内容の
取り扱いを丁寧にした
り、学び直しの機会を
充実したりしています。

全国学力調査や各自治体などの学力調査のエビデンスに基づき、課
題が見られる内容の取り扱いを丁寧にしています。また、東京書籍
が実施している標準学力調査の分析結果も踏まえ、生徒の実態に合
わせた内容を取り扱うようにしています。

〈取り組み例〉
● 1年「比例と反比例」では、表から式、グラフから式を求める
ことに課題が見られるため、表・式・グラフを相互に関係づけて理
解する内容を扱っています。
● 1年「空間図形」では、錐体の体積の求め方の理解に課題があ
るため、QRコンテンツ「動画」で、水を入れる実験で確認したり、
巻末付録で角錐の模型を組み立てて体積の求め方を考察したりする
など、観察・操作を取り入れ、実感を伴って理解できるようにして
います。
● 2年「整数の性質の文字を用いた説明」に課題が見られるため、
その素地となる「文字を使った倍数や連続する整数の表し方」を 1
年で扱い、スパイラルな学習が行えるようにしています。
● 2年「1次関数」では、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法
を説明することに課題が見られるため、事象を 1次関数とみなし、
表やグラフを用いて値を予想する方法を説明する活動を扱っていま
す。

1年 p. 266 - 280
2年 p. 217 - 228
3年 p. 246 - 260
など

「まちがい例」では、全国学力調査や東京書籍が実施している標準
学力調査などで見られる典型的な誤答例を取り上げ、誤りを指摘し
正しく直すことで、同じ誤りを繰り返さないようにしています。

1年 p. 51、p. 97
2年 p. 20、p. 21
3年 p. 22、p. 82
など

側注の「ちょっと確認」では、既習事項のうち、つまずきの多い内
容の確認ができるようにしています。また、QRコンテンツ「ちょっ
と確認」で、詳しい解説や内容に対応したフラッシュカードを用意
し、学び直しの機会を設けています。

1年 p. 42、p. 72
2年 p. 30、p. 182
3年 p. 136、p. 202
など

1年、2年の巻末に「学びのベース」を設け、小学校の学習事項の
うち、分数や割合、速さなどのつまずきが多い内容や、1年間の学
習事項のうち、重要な公式や性質を具体的な例で確認・練習できる
ようにしています。3年巻末の「学びのマップ」では、中学校 3年
間で学習した内容を共通する数学的な見方・考え方に着目して関連
を見いだし、振り返ることができるようにしています。

1年 p. 256 - 262
2年 p. 202 - 213
3年 p. 232 - 245

❸ 事象を論理的に考
察する力、数量や
図形などの性質を
見いだし統合的・
発展的に考察する
力、数学的な表現
を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に
表現する力を養え
るよう配慮されて
いるか。

「数学の問題発見・解
決の過程」を重視した
数学的活動を各章に設
けるとともに、章末で
は豊富な「活用の問題」
を取り上げるなど、日々
の学習を通して思考力・
判断力・表現力を養い、
伸ばすことができるよ
うにしています。

「深い学び」では、「数学の問題発見・解決の過程」に沿って問題
の提示や発問を吟味し、生徒が見方・考え方を働かせた数学的活
動に取り組めるようにしています。「深い学び」はほぼ全ての章に設け、
日々の学習を通して思考力・表現力・判断力を養うことができます。

〈「数学の問題発見・解決の過程」の重視〉
●側注に問題解決の過程「問題をつかむ→見通しをたてる→問題を
解決する→ふり返る→深める」を示し、生徒が問題解決の進め方を
意識しながら、主体的に取り組めるようにしています。
●日常生活や社会の事象から問題を見いだし解決する活動では、「数
学化」や「活用・意味づけ」にあたる発問を設定し、見方・考え方
が働く深い学びが実現できるようにしています。
●数学の事象から問題を見いだし解決する活動では、「統合・発展」
にあたる発問を設定し、見方・考え方が働く深い学びが実現できる
ようにしています。

〈「主体的・対話的で深い学び」の実現〉
●「深い学び」では、解決の必要感のある問題を提示し「主体的な
学び」を促すとともに、多様な考えを説明し伝え合う「対話的な学び」
の場面を設定し、見方・考え方が働く「深い学び」を実現できるよう、
問題の提示や発問を吟味しています。

（日常生活や社会の事象）
1年 p.83-84、p.149-150
2年 p.49-50、p.83-84
3年 p.85-86、p.203-204
など

（数学の事象）
1年 p.57-58、p.83-84
2年 p.107-109、p.151-152
3年 p.33-34、p.149-150
など

（主体的・対話的で深い学び）
1年 p.149-150
2年 p.107-109
など

「章の問題 B」では、全国学力調査に対応した「活用の問題」を豊
富に取り上げました (1年 13題、2年 11題、3年 11題 )。「事柄や
事実」「方法や手順」「理由」を説明する記述式問題に取り組めるよ
うにし、思考力・判断力・表現力を伸ばせるようにしています。

（事柄や事実の説明）
1年 p.156、2年 p.34、
3年 p.40、p.223　など

（方法や手順の説明）
1年 p.90、2年 p.160、
3年 p.126　など

（理由の説明）
1年 p.247、2年 p.123、　
3年 p.186　など
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観点 特色 具体例 該当ページ

❹ 数学的活動の楽し
さや数学のよさを
実感して粘り強く
考え、数学を生活
や学習に生かそう
とする態度や問題
解決の過程を振り
返って評価・改善
しようとする態度
を養えるよう配慮
されているか。

数学を生活や学習に活
用する学習を重視し、
生徒が数学の有用性を
実感して、学習への意
欲が高まるようにして
います。また、学習を
振り返る機会を随所に
設け、数学的な見方・
考え方のよさを実感す
るとともに、自らの取
り組みを評価・改善し
ようとする態度が養え
るようにしています。

「章とびら」や「節の導入」「深い学び」などでは、生徒が日常生
活や社会の問題を解決したり、数学の新しい性質を見いだしたりす
る活動を扱い、数学的活動の楽しさや数学のよさが実感できるよう
にしています。また、該当箇所には、MATH CONNECT「身のまわ
りとつながる」のアイコンを示し、数学の有用性を意識できるよう
にしています。

1年 p.83-84、p.91 -93
2年 p.35-37、p.49 -50
3年 p. 127 - 129、
 p. 203 - 204
など

「数学 ×仕事」では、数学が社会で活用されている例を紹介して
います。仕事のなかで数学を活用している人の思いやその仕事の内
容に触れ、社会における数学の意義や価値を実感できるようにして
います。

1年 p. 112 - 113、
 p. 186 - 187
2年 p.90-91、p.156-157、
 p. 188 - 189
3年 p. 122 - 123、
 p. 162 - 163

「学びをふり返ろう」や「大切にしたい見方・考え方」「数学の目
でふり返ろう」など、学習を振り返る機会を随所に設け、数学的な
見方・考え方を働かせることのよさを実感し、生活や学習に積極的
に活用しようとする態度が養えるようにしています。

1年 p. 123、p. 150、
 p. 250 - 255
2年 p. 100、p. 109、
 p. 194 - 201
3年 p. 84、p. 86、
 p. 226 - 231　など

❺  学習の基盤となる
言語能力、情報活
用能力、問題発見・
解決能力などの資
質・能力が育成で
きるよう配慮され
ているか。

考えを説明し伝え合う
活動、ノートづくりや
レポート作成などの書
く活動を充実させ、言
語能力を高められるよ
うにしています。

巻頭の「数学マイノート」では、自分の考えだけでなく、他者の考
え、問題解決の過程での気づきや振り返りを書く習慣が身につくよ
うに、学習を記録する際に大切にしたい観点を示しています。

1年 p. 7
2年 p. 7
3年 p. 7

巻末の「レポートにまとめよう」では、レポートのまとめ方やレポー
トを書くときの注意点を理解し、レポートにまとめる活動を通して、
論述・要約する能力が高まるようにしています。3年巻末「レポー
トにまとめてスライドで発表しよう」では、スライドのつくり方や
発表のポイントを示し、プレゼンテーション力が高まるようにして
います。

1年 p. 282 - 283
2年 p. 230 - 231
3年 p. 262 - 263

情報を取捨選択して解
決する問題や、現実の
データを用いて傾向を
分析する問題を多く取
り上げ、情報活用能力
を高められるようにし
ています。

〈取り組み例〉1年 3章では、リンゴの収穫体験についてわかったこ
とから必要な情報を取捨選択したり、プランターの並べ方のような
非連続型テキストから情報を読み取ったりする問題を扱い、PISA
型読解力に対応できるようにしています。
〈取り組み例〉2年 7章では、スーパーマーケットの牛乳の実際の販
売データを用いて、データを層別し、箱ひげ図を用いて分析する活
動を通して、目的に応じてデータを適切に分析する能力を高められ
るようにしています。

1年 p. 92、p. 103
2年 p. 179 - 192
など

「数学の問題発見・解
決の過程」を重視した
数学的活動を各章に設
け、生徒が主体的に取
り組むことで、問題発
見・解決能力を高めら
れるようにしています。

「深い学び」では、「数学の問題発見・解決の過程」を重視した数
学的活動を設定しています。側注に問題解決の過程「問題をつかむ
→見通しをたてる→問題を解決する→ふり返る→深める」を示し、
生徒が問題解決の進め方を意識しながら、主体的に取り組めるよう
にしています。

1年 p. 149 - 150、
 p. 181 - 182
2年 p.27-28、p. 151 - 152
3年 p.33-34、p.149-150、
など

巻頭の「大切にしたい数学の学び方」では、授業の各場面での考え
方や取り組み方のポイントを整理し、問題解決をよりよく進められ
るようにしています。また、各学年の最初の章では、「大切にした
い数学の学び方」に沿った「学び方のページ」を設け、問題解決型
の授業を実現できます。

1年 p.4-6
2年 p.4-6
3年 p.4-6

❻ 現代的な諸課題に
対応して求められ
る資質・能力を教
科横断的な視点で
育成できるよう、
配慮されているか。

実社会や他教科の学習
に数学を活用する題材
を、現代的な諸課題の
視点で選定し、生徒の
課題意識を高めるとと
もに、教科横断的な授
業づくりにつながるよ
うにしています。

教科書全体で現代的な諸課題である「環境」「福祉」「防災・安全」
「伝統・文化の尊重」「人権・多様性の尊重」に関わる題材を取り
上げ、教育を通じて持続可能な社会づくり (ESD、SDGs)を支援
しています。また、数学が社会に活用されている箇所には、MATH 
CONNECT「社会とつながる」のアイコンを示し、教科書を通して
生徒が課題意識を持てるようにしています。

（環境）
1年 p.156、p.291
2年 p.56、p.191、p.233
3年 p.122-123、p.126、p.210、
 p.223

（福祉）
1年 p.189　2年 p.94

（防災・安全）
1年 p.28、p.116、
 p.190、p.288
3年 p.115-116

（伝統・文化の尊重）
1年 p.167、p.186-187
2年 p.90-91、p.175
3年 p.67

（人権・多様性の尊重）
1年 p.63
2年 p.234、p.238

他教科に関連する題材には QRコンテンツ「教科リンク」を付け、
他教科の教科書紙面を閲覧できるようにするなど、生徒の学びが他
教科にも広がるようにしました。教科横断的な視点でのカリキュラ
ム・マネジメントにも役立つようにしています。

1年 p. 62、p. 190
2年 p. 56、p. 157
3年 p. 96、p. 126　など

観点 特色 具体例 該当ページ

❻ 現代的な諸課題に
対応して求められ
る資質・能力を教
科横断的な視点で
育成できるよう、
配慮されているか。

実社会や他教科の学習
に数学を活用する題材
を、現代的な諸課題の
視点で選定し、生徒の
課題意識を高めるとと
もに、教科横断的な授
業づくりにつながるよ
うにしています。

キャリア教育の観点から「数学 ×仕事」やスーパーマーケットの
データ活用を取り上げた「2年 7章」をはじめとして、教科書全体
で実社会と結びついた題材を豊富に取り上げ、数学の学びが将来に
つながることを実感できるようにしています。

（数学 ×仕事）
1年 p.112-113、
 p.186-187
2年 p.90-91、p.156-157、
 p.188-189
3年 p.122-123、
 p.162-163
2年 p.179-192

❼ データを用いて問
題を解決する力を
養うことができる
よう配慮されてい
るか。

日常生活や社会の問題
をデータを用いて解決
する活動を通して、統
計的に問題解決する方
法を理解し、データの
傾向を読み取り批判的
に考察し判断する力を
養えるようにしていま
す。

● 1年 7章の「深い学び」では、体育委員会の呼びかけ運動の効
果をデータにもとづいて判断する活動に取り組むとともに、「大切
にしたい見方・考え方」「数学の目でふり返ろう」で、目的に応じ
たデータの整理や問題解決の過程を振り返り、統計的に問題解決す
る方法 (PPDACサイクル )を理解できるようにしています。

●「2年 7章」では、章全体を通して、生徒に身近なスーパーマー
ケットのデータ活用に取り組み、その中で「四分位範囲や箱ひげ図」
を学習できるよう構成しています。リアルデータを用いて商品の売
れ方を分析し、仕入れを考える「現実の問題解決」を経験できるよ
うにし、PPDACサイクルの理解が深まるようにしています。

●「3年 8章」では、ウェブサイトの記事をもとに、身のまわりで
様々な調査が行われていることを取り上げ、標本調査の方法や結論
について考察するときの考え方など、標本調査を行って判断する一
連の活動を経験できるようにしています。

1年 p. 237 - 238、
 p. 254 - 255
2年 p. 179 - 192
3年 p. 211 - 221

各学年の「データの活用」領域では、批判的に考察する力が養える
よう、1年 p. 239 - 240では日常生活で使われている代表値につい
て考えたり、2年 p. 187では箱ひげ図の誤った読み取りについて考
えたり、3年 p. 221では街頭アンケートやウェブサイト記事の調査
方法や結果を吟味したりする学習を設定しています。

1年 p. 239 - 240
2年 p. 187
3年 p. 221

「Dマーク (QRコンテンツ )」では、データを処理し多様な統計グ
ラフを作成できる「Tosho統計ツール」や、標本を無作為に抽出
して母集団の平均値を求めるシミュレーションを用いてデータの整
理が行えるようにし、データの傾向を読み取り批判的に考察する活
動の時間を確保できるようにしています。

1年 p. 228、p 234 - 235
2年 p. 186 - 187
3年 p. 217 - 219
など

1 .目標と内容の取扱い

2 .指導上の配慮
観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 個に応じたきめ細
やかな指導が行え
るよう、配慮され
ているか。

つまずきへの手立てや
問題の補充が行えるよ
うにしたり、章末問題
を段階別に設けたりす
るなど、個人差に対応
した指導がしやすい構
成にしています。

「問」には、必ず解けるようになってほしい問題に「♡マーク」をつけ、
生徒が目標を持って問題に取り組めるようにしています。また、「問」
「クイックチェック」「基本の問題」「章の問題 A」には「チェックボッ
クス」を設け、生徒が自己調整しながら学習できるようにしています。

・♡マーク
　数と式領域全体
　1年　p. 32　など

・チェックボックス　全体

「章の問題」は A・Bの 2段階で構成し、Aは全員で取り組む標準
的な問題、Bは生徒が進んで取り組む応用的な問題とし、習熟度に
応じた学習指導に適した構成になっています。

全体
1年 p.60-62　など

巻末の「学びのベース／学びのマップ」では、当該学年の土台とな
る内容をまとめて振り返ることができます。「たしかめ編」では「ま
とめ編」で確認した内容を問題形式で確認することができるので、
つまずきに対応した細やかな指導を行うことができます。

1年 p. 256 - 262
2年 p. 202 - 213
3年 p. 232 - 245

巻末の「補充の問題」では、本文の「問」に対応した豊富な問題を
用意し、「問」を終えた生徒が進んで取り組むことができるように
しました。「★マーク」のついたやや難易度の高い問題も用意し、
習熟度に応じた学習指導に適しています。

1年 p. 266 - 280
2年 p. 217 - 228
3年 p. 246 - 260
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観点 特色 具体例 該当ページ

❷ 新しい観点別評価
への対応など、評
価に関する配慮が
なされているか。

思考力・判断力・表現
力を評価する問題を豊
富に用意したり、主体
的に学習に取り組む態
度の評価に関わる振り
返りの機会を内容のま
とまりごとに設定した
りし、新しい観点別評
価に対応できるように
しています。

「チェックボックス」は、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観
点ごとにマークを変え、生徒が観点を意識しながら問題に取り組め
るようにしています。
「章の問題 A」では、すべての章に「ふり返りレポート」を設けて
います。レポートを通して、「主体的に学習に取り組む態度」の評価
が行えるようにしています。
「章の問題 B」では、日常生活や他教科の学習など、様々な場面で
知識・技能を活用する力を問う「活用の問題」を豊富に用意しました (1
年 13題、2年 11題、3年 11題 )。「事柄や事実」「方法や手順」「理
由」を説明する「記述式問題」を取り上げ、「思考力・判断力・表現力」
の評価の参考になるようにしています。

全体
（1年 p.60-62　など）

「学びをふり返ろう」では、内容のまとまりごとに学習を振り返っ
て自分の言葉でまとめる機会を設け、数学のよさを実感し、次の学
びに向かう意欲を高めるとともに、「主体的に学習に取り組む態度」
の評価の参考になるようにしています。

1年 p. 24、p. 39　など

巻頭の「大切にしたい数学の学び方」では、振り返り (学習感想 )
の視点を示し、他者の考えと関連づけたり、自分の考えを深めたり
する複数の記述例を紹介するなど、振り返り活動の充実を図るとと
もに、「主体的に学習に取り組む態度」の評価の参考になるように
しています。

1年 p.4-6
2年 p.4-6
3年 p.4-6

❸ 学校や家庭での学
習習慣が身につく
よう、配慮されて
いるか。

学び方の参考になる資
料や、自学自習に対応
できる詳細解答を用意
し、学校や家庭での基
本的な学習習慣が身に
つくよう配慮していま
す。

巻頭の「大切にしたい数学の学び方」では、問題解決の授業の流れ
に沿って、各場面で大切にしたいことを整理し、後の学習で意識し
て取り組めるようにしています。

1年 p.4-6
2年 p.4-6
3年 p.4-6

巻頭の「数学マイノート」では、自分の考えだけでなく、他者の考え、
問題解決の過程での気づきや振り返りをかくときの工夫など、基本
的なノートの取り方を示しています。また、「例」の解答では、標
準的な書き方の例をノート形式で示し、生徒がノートに書くときの見
本となるようにしています。

各学年　p. 7
（1年 p. 38、p. 51　など）

「基本の問題」「章の問題」「学びのベース／学びのマップ」「補充
の問題」には、巻末に「解答」を設け、自己評価ができるようにし
ています。各問題に本文に戻るリンクを示し、理解が不十分な場合、
本文に戻って確認できるようにしています。

1年 p. 28、p.60 -62、
 p. 293 - 307
など

QRコンテンツ「ヒントと解答」では、「クイックチェック」「基本
の問題」「章の問題」「学びのベース／学びのマップ」「補充の問題」
の解答を表示することができます。また、問題を解くための「ヒン
ト」や「類題」を表示することで粘り強く問題に取り組めるように
しています。

全体

巻末の「補充の問題」「数学の自由研究」では、生徒が自ら進んで
取り組む課題学習や練習問題を豊富に用意し、家庭学習の充実を図
り、学習の個性化の参考にできるようにしています。

1年 p. 266 - 292
2年 p. 217 - 238
3年 p. 246 - 270

❹ 小学校との連携や
高校への接続に関
する配慮がなされ
ているか。

小中接続を意識した授
業開きの活動の設定や
小学校の既習を生かし
た学習展開の工夫、算
数のつまずきへの対応
など、小学校との連携
に配慮しています。

「1年 0章」では、中学校数学の授業開きとして小学校で学習した
「かけ算九九表」のきまりを見つける活動を設定し、算数と数学の
ギャップによる不安を解消し、小中の円滑な接続が図れるようにし
ています。

1年 p.11-14

小中の学習内容の系統性を踏まえた指導が行えるよう、小学校での
学習を振り返り、育んできた見方・考え方を生かして、中学校の学
習にひろげる学習展開を工夫しています。巻末「数学の目でふり返
ろう」では、その学年の問題解決で働かせた見方・考え方が、小学
校や高等学校などでどのように働かされているかを具体的な例で紹
介しています。

1年 p.19-20、p. 250 - 255
など

算数でのつまずきに対応できるよう、本文に「ちょっと確認 (算数 )」
を設け、学習内容に関連する算数の既習事項を確認したり、1、2
年巻末に「学びのベース (算数のまとめ編／たしかめ編 )」を設け、
定着が不十分な内容を具体的な例で確認・練習できるようにしてい
ます。

1年 p. 42、p. 256 - 262
など 

中学校 3年間の総まと
めをしたり、高校数学
に触れたりするなど、
高校への接続に配慮し
ています。

3年巻末の「学びのマップ」では、中学校 3年間の学習を俯瞰して、
系統的に振り返ることができます。数学のつながりが実感でき、内
容の理解が深まるようにしています。

3年 p. 232 - 239

3年の「数学のまど」や巻末「数学の自由研究」では、高校などの
先の学習につながる発展的な内容を多く取り上げ、数学のひろがり
が実感できるようにしています。

3年 p. 61、p. 264
など

2 .指導上の配慮
観点 特色 具体例 該当ページ

❺ 特別支援教育への
配慮がなされてい
るか。

読みやすい位置での改
行や内容ごとのまとま
りを区別しやすくする
など、レイアウトの工
夫、改善を行っていま
す。

特別支援教育の観点から、専門家による校閲を受け、全ページにわ
たって検証を行い、レイアウトの工夫・改善を行っています。

〈レイアウトの工夫・改善の例〉
●文章は単語の途中で改行せず、文節のまとまりなどの読みやすい
位置で改行し、読み取りの段階でのつまずきに配慮しています。
●「(Ｑ )」の問題を囲んだり、「例」や「問」の範囲が一目でわかる
よう罫線をひいたり、「例」と「問」などのアキを 1行以上空けたり
するなど、内容ごとのまとまりが区別しやすいレイアウトにしています。
●右ページの外側に「インデックス」を付けて、ページが検索しや
すいよう工夫しています。・側注の図表を本文と近づけ、本文との
対応がわかりやすくなるようにしたり、表に罫線を入れて対応をわ
かりやすくしたり、曲線をかくことの困難性に配慮し、点線をなぞっ
てかけるようにしたりするなど、図表の示し方も工夫しています。
●文字のルビや側注などの小さい文字には、ユニバーサルデザイン
フォントを使用し、視認性を高めています。

全体

❻ 道徳教育・人権教
育に関する配慮が
なされているか。

説明し伝え合う活動を
通して、他者を尊重す
る態度を育成するとと
もに、固定的なイメー
ジで性の区別をしない
ように、話し方や服装
に配慮しています。

教科書全体を通して、生徒の個性を尊重する主体的な学習を大切に
しています。特に「深い学び」では、問題解決の過程において、他
者との学び合いを大切にし、互いの考えを認め、協働して取り組む
態度が養えるようにしています。

1年 p.57-58、p.83-84
2年 p.27-28、p.49-50
3年 p.33-34、p.63-65
など

登場するキャラクターの性別を明確にしない、男女の言葉遣いを区
別しない、男子はズボン、女子はスカートなど、固定的なイメージ
で性を区別しないように配慮しました。また、活動場面では、男女
の比率やそれぞれの役割に偏りのないように配慮しました。

全体

❼  GIGAスクール構
想への対応につい
て、適切に配慮さ
れているか。

QRコンテンツを活用
して、学習内容の理解
を促し、図形を動的に
捉えるなど効果的な学
習指導が行えるよう配
慮しています。

「Dマーク」を示した箇所では、紙面右下にある 2次元コードから
アクセスして利用できる QRコンテンツを用意しています (通信費
以外は無料 )。教科書と併せて活用することで、学習意欲を高め、
理解を深める質の高いコンテンツを用意しました。
〈QRコンテンツの点数：合計 1752点〉動画：73点、シュミレーショ
ン：345点、ワークシート：43点、対話シート：36点、フラッシュ
カード：409点、ヒントと解答：757点、マイ教科書マップ：4点、
ちょっと確認：40点、教科リンク：20点、Webサイト：25点

全体

タブレット端末や電子黒板を操作したり、活用したりしながら学習
する場面を設け、ICTの「学び」への活用をサポートしています。

各学年 p. 5、p. 7
1年 p. 159、p. 191
2年 p. 181、p. 232
3年 p. 167 - 169、
 p. 212 - 213　など

（２）教科書の構成上の配慮と工夫

1 .内容の程度
観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 本文や問題などの
内容や程度は適切
か。

易から難へと飛躍がな
いように展開し、無理
なく着実に基礎・基本
が身に付きます。

本文では、「問」のうち「かならず解けるようになりたい問題」に「♡
マーク」を付け、内容の理解を確実にしてから、そのほかの問題に
取り組めるスモールステップの構成にしています。

数と式領域全般
1年 p. 16　など

本文の「問」「基本の問題」「章末問題 A」にチェックボックスを設け、
内容の理解が十分であるか、生徒自ら確認できるようにしています。 全体

本文の「クイックチェック」や「基本の問題」、巻末の「補充の問題」
では、繰り返し練習に取り組む機会を設け、基礎的・基本的な知識・
技能が確実に習得できるようにしています。

1年 p. 32、p. 40、
 p. 226 - 280　など

❷ 内容の理解を促す
ための工夫がなさ
れているか。

説明を平易で具体的に
し、理解を助けるため
に内容の取扱いを工夫
しています。

「Dマーク」を付けた箇所では、図形を動的に観察したり、データ
を表やグラフに整理したりするなど、学習内容の理解を助ける QR
コンテンツを豊富に用意しています。

全体

巻末の「紙学習具」では、正多面体の模型づくりにおける観察・操作・
実験を取り入れ、実感を伴って理解できるようにしています。 1年 p. 313 - 320

「キャラクターの吹き出し」は、生徒の目線で気づきや考えを引き出す
きっかけや、先生の目線で補助発問や注意を示しています。特に、「数
学的な見方・考え方」を働かせるきっかけとなる吹き出しには「虫めが
ねマーク」を示し、学びを深められるようにしています。また、既習と
同様に考えることを促す「同じように考えると」や発展的な学習を促す「そ
れなら」を示し、見通しをもって問題解決ができるようにしています。

1年 p. 41、p. 98、p. 100
2年 p. 46、p. 99、p. 187
3年 p. 55、p. 137、p. 172
など
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観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 内容の配列は、系
統的、発展的になっ
ているか。

学習内容の系統性を重
視し、スパイラルな学
習や、円滑な指導が行
えるよう、内容を配列
しています。

1年「素因数分解」は自然数の範囲で考えるため、負の数を学習す
る前の 0章で扱い、生徒が混乱しないようにしています。 1年 p.11-18

3年「多項式の展開」は、一般的な公式をもとに生徒自身が特殊な
場合の公式をつくっていく活動を大切にし、「因数分解」でも同様に、
一般から特殊の流れで公式を学習できるようにしています。

3年 p.18-31

3年「2次方程式の解法」は、一般から特殊の流れを大切にし、「平
方根の考えによる解法」→「因数分解を利用した解法」の順に構成
しています。3章「2次方程式」の直前に 2章「平方根」を置き、
学習のつながりを良くし、指導を円滑に進めることができます。

3年 p.74-82

❷ 各内容の配列や関
連づけは適切か。

単元の学びが連続し、
生徒が主体的に取り組
めるよう工夫していま
す。

多くの章で「単元を貫く題材」を用い、学びが連続し、生徒が主体
的に解決していく展開を工夫しています。
〈取り組み例〉
● 1年 1章では、0章の学習を生かして、ひき算の九九表で負の数
の必要性を学んだり、かけ算の九九表を負の数にひろげて乗法のき
まりを見いだしたりする展開にしています。
● 1年 2章では、本棚を組み立てるのに必要な棒の本数を求める題
材で、文字式やその計算を学習する展開にしています。
● 2年 7章では、スーパーマーケットの牛乳の販売数の傾向を分析
する題材で、箱ひげ図を用いたデータ活用を学習する展開にしてい
ます。
● 3年 3章では、ロープで囲んだときにできる長方形の面積を求め
る題材で、2次方程式の解き方を学習する展開にしています。

1年 p. 19、p. 41、p. 54
1年 p.63-65、p. 75、
 p.83-84
2年 p. 179 - 192
3年 p.69-71、p.85 -86

2 .内容の組織・配列

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 各内容の分量は適切
に配分されているか。

領域ごとの内容の分量配
分は適切で、各学年とも
バランスが保たれています。

配当時数は、1年 129時間 (全時数の 92 %)、2年 96時間 (全時数
の 91 %)、3年 119時間 (全時数の 85 %)とし、ゆとりを持って指
導できます。特に、3年は入試指導への対応を考慮し、内容を精選
してゆとりをもたせています。

全体

❷ 指導時間や生徒の発
達段階からみて、全
体の分量は適切か。

基礎的・基本的な内容に重点を置き、
発展性の少ない内容の取扱いを軽減す
るなど、全体の分量を適切にしています。

全体の分量は、指導時間や生徒の発達段階に応じて適切な分量にし
ています。特に、1年では、正負の数や文字と式、方程式など、基
本的な内容の習得に十分な時間がかけられるようにし、発展性の少
ない内容の取扱いを軽減しています。

全体

❸ 練習問題の分量は適
切か。

本文の練習問題は、過
度な負担がかからない
よう適切な分量にとど
め、個人差に対応して
本文や巻末、QRコン
テンツなどで問題量を
補充できる構成にして
います。

本文の「問」は、内容の理解の確認・定着を図るのに適切な分量に
精選し、「クイックチェック」や巻末「学びのベース」「補充の問題」、
QRコンテンツ「フラッシュカード」「ヒントと解答」で生徒の主
体性に合わせて問題量を追加し、個別最適な学びにも対応できるよ
うにしています。(問題数 (3学年合計 )は現行比で約 120 %に増や
し、十分な練習量を確保しています。詳細は本冊子 p. 67参照）

全体

節末「基本の問題」は、節の内容の理解の確認・定着を図るのに適
切な分量にとどめ、指導に過度な時間がかからないようにしていま
す。

全体

章末「章の問題」は、A・Bの 2段階構成としています。Aは 1単
位時間で取り組める程度の分量にとどめ、指導に過度な時間がかか
らないようにし、Bは時間配当外として、生徒の実態に応じて弾力
的に扱えるようにしています。

全体

❹ 問題解決的な学習や
探究的な学習の分量
は適切か。

教科書全体で「Q（問題）」
を設けています。また、
問題発見・解決の過程を
重視した「深い学び」をほ
ぼ全ての章に設けています。

「Q、❶、❷、…」は発問を工夫し、生徒や学級のようすに合わせ
て問題解決的に扱えるようにしています。「深い学び」では、Qの
ほかに、自ら進んで取り組む問題「深める」を設定し、問題の条件
を変えたり、新しい問題を見いだすことで、さらに考えを深めるこ
とができるようにしています。

1年 p.83-84、p. 181 - 182
2年 p.83-84、p. 173 - 174
3年 p.33-34、p. 149 - 150
など

3 .分量

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 素材は生徒の生活
経験や興味・関心
などについて配慮
されているか。

生徒の生活経験
に即した身近な素
材を豊富に取り上
げ、興味・関心を
高めるとともに、
数学の必要性や有
用性を実感できる
ようにしています。

「章とびら」「節の導入」では、日常生活と結びついた題材を多く取り
上げ、意欲を持って学習に取り組めるようにしています。

1年 p.91-93、p. 103 - 104
2年 p.35-37、p. 139
3年 p.63- 65、p. 127 - 129　など

「数学と身のまわり」「数学と社会」など、数学とのつながりを「MATH 
CONNECT」のアイコンで表現し、「MATH CONNECT」を通して、生徒
が数学に興味・関心を持ち、数学の必要性や有用性を実感できるように
しています。

全体

「活用の問題」「数学のまど」「数学 ×仕事」「数学の自由研究」などでは、
日常生活や社会で数学を活用する題材、他教科の学習で数学を活用する
題材を取り上げ、数学の有用性が実感できるようにしています。

1年 p. 62、p.112 -113
2年 p.155、p. 238
3年 p.114、p. 269　など

❷ 素材は持続可能な
社会を実現する力
を育むことができ
るよう配慮されて
いるか。

現代的な諸課題
と関連する素材
を取り上げ、諸
課題への対応を
図ることができる
ようにしています。

章末問題 B「活用の問題」では、SDGsに関連する問題を設けるとともに、
SDGsの各目標のアイコンを示し、学習内容との対応が分かりやすくな
るように配慮しました。

1年 p. 156、p. 189、p. 190
2年 p. 56、p. 94、p. 191
3年 p. 126、p. 210、p. 223

「活用の問題」や「数学のまど」「数学 ×仕事」「数学の自由研究」などでは、
現代的な諸課題である「環境」「福祉」「防災・安全」「伝統・文化の尊重」
「人権・多様性の尊重」「ESD」「SDGs」の観点で題材を選定しています。

(本冊子 p. 36参照 )

❸ 素材は地域的な偏
りのないよう配慮
されているか。

教科書に掲載す
る写真やデータ
は、特定の地域
に偏ることのな
いように選定し
ています。

素材の選定にあたっては、特定の地域だけに集中することを避け、国内のできるだけ広い範囲から集めています。また、QRコンテ
ンツ「マイ教科書・マップ」では、都道府県ごとの紙面やデジタルマップを用いて、いろいろな地域の素材を扱えるようにしています。
【1年】全国の予想最低気温 [p. 21 ]、最低気温の記録 :北海道 [p. 22 ]、東京湾アクアライン :川崎市、木更津市 [p. 23 ]、各都市
の桜の開花日 [p. 24 ]、身のまわりの正負の数 :大阪市、鳥取市 [p. 28 ]、サイクリングコース :印西市 [p. 59 ]、国立国際美術館 :大
阪市 [p. 87 ]、リニア新幹線のルート :東京都、相模原市 [p. 111 ]、水落遺跡 :奈良県 [p. 123 ]、車いすマラソン :大分市 [p. 153 ]、
長瀬海岸 :広島県 [p. 156 ]、しきつめ模様 :湯河原市、秋田市 [p. 157 ]、日本の伝統模様 :滋賀県、群馬県 [p. 167 ]、博多織 :福
岡市 [p. 186 - 187 ]、まちづくり条例 :島根県 [p. 189 ]、駅にある AED:東京都 [p. 190 ]、どちらも同じ形なのかな？:青森県、島根
県 [p. 191 ]、身の回りの立体 :富山県、北海道、神戸市、高松市、横浜市 [p. 192 ]、江迎千灯籠まつり :長崎県 [p. 194 ]、水戸芸
術館タワー:水戸市 [p. 196、和傘 :岐阜県 [p. 205 ]、ホエールウォッチング :沖縄県 [p. 241 ]、全国の降水確率 [p. 245 ]、東日本大
震災の観測データ :東北地方 [p. 288 ]
【2年】河口湖と富士山 :山梨県 [p. 85 ]、カーフェリーとジェットフォイル :新潟県 [p. 86 ]、ダイヤグラム :福岡県 [p. 89 ]、弘前公
園のソメイヨシノ開花日 :青森県 [p. 91 ]、荷物を運ぶドローン :長崎県 [p. 94 ]、牛乳の販売数 :北海道 [p. 180 ]、小田原市役所の
発電量 :小田原市 [p. 191 ]
【3年】金沢駅の鼓門 :石川県 [p. 67 ]、世羅高原農場 :広島県 [p. 91 ]、ジェットコースター:山梨県 [p. 94 ]、国営みちのく杜の湖
畔公園 :宮城県 [p. 114 ]、熊野大花火大会 :三重県 [p. 114 ]、船の位置を調べよう :広島県、愛媛県 [p. 179 ]、坂本龍馬像 :高知
県 [p. 186 ]、函館山ロープウェー:北海道 [p. 198 ]、富士山 :山梨県、静岡県 [p. 203 ]、飯野山 :香川県、筑波山 :茨城県、伊吹山 :
岐阜県、滋賀県、大山 :鳥取県、岩手山 :岩手県 [p. 204 ]、メガソーラー発電所 :長崎県 [p. 210 ]、都道府県ランキング [p. 212 ]、
琵琶湖のホンモロコ :滋賀県 [p. 223 ]、わんか羅鍼 :千葉県 [p. 268 ]

4 .素材
観点 特色 具体例 該当ページ

❸ 補充的、発展的な学
習に関してどのよう
な配慮がなされてい
るか。

生徒が進んで取り組む
ためのものとして、補
充的、発展的な学習を
本文と適切に関連づけ
て取り上げ、さらに学
力向上が図れるように
しています。

巻末に「学びのベース／学びのマップ」「補充の問題」「数学の自由
研究」を用意し、個人差に対応して補充的、発展的な学習が行える
ようにしています。

1年 p. 256 - 292
2年 p. 202 - 238
3年 p. 232 - 270

本文の「問」に対応した QRコンテンツ「フラッシュカード」を用意
し、個人差に対応した補充問題に取り組めるようにしています。また、
QRコンテンツ「ヒントと解答」を用意し、生徒が主体的に補充的、
発展的な問題に取り組めるようにしています。

全体

学習指導要領に示されていない内容には「発展マーク」を示し、生
徒の興味・関心に応じて取り上げることができます。

1年 p. 77、p. 286、p. 291
2年 p. 48、p. 237
3年 p. 61、p. 97、p. 264、p. 265

1 .内容の程度

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 用語・記号の取り上
げ方は適切か。

用語・記号は必要なもの
を適切に用い、必要な箇
所で内容を明確に表すの
に有効に利用しています。

用語・記号は小学校との重複を避け、概念や内容を明確にしたり、以
降の学習に活用したりするものに精選しています。 全体

1年「平面図形」では、図形の移動について考察し表現する上で、必
要な用語・記号を取り上げることで、用語・記号を具体的な場面と関
連づけて理解できるようにしています。

1年 p. 160 - 165

❷ 記述は正確で理解し
やすいものになって
いるか。

数学的な表現の正確さ
を保ちながら、生徒の
発達段階を考慮し、理
解しやすく記述してい
ます。

生徒に誤った理解やあいまいな理解を与えないように、説明の論理の
運び方には、数学的にも心理的にも飛躍のないようにしています。 全体

「まちがい例」は、誤りであることが明確にわかるように、「まちがい例」
と明記し、区別できるようにしています。 全体

「証明の学習」では、証明の記述において根拠を明確に示すとともに、
定義を「～は～である」という形で明確に述べるなど、言葉を大切にす
る観点から記述を丁寧にしています。

2年 p. 128 - 129、p. 141
など

新出用語にはルビをつけるなど、理解しやすい表記にしています。 全体

本文や「例」は、「だ・である」調を用いて数学的な表現を簡潔・明確に記述し、
「Q、❶、❷、...」や「問」など生徒が取り組む問題は、「です・ます」調を
用いて生徒の抵抗感を和らげ、問題に取り組みやすくなるようにしています。

全体

読点（、）とカンマ（，）の使い分けは、原則として文化庁の「公用文
作の要領」に則っています。数学の表記としてカンマである必要がある
もののみ、カンマを使用しています。

全体
1年 p. 131　など

5 .用語・記号・記述

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ 挿絵、図表などは適
切か

挿絵、図表などの表現
や提示のしかたは、生
徒の学習に効果的なも
のとなるよう工夫して
います。

「章とびら」では、日常生活や数学の事象を 1コマのイラストで提
示し、学習への興味・関心を高める工夫をしています。

1年 p. 91　2年　p. 161
3年 p. 167　など

「方程式の文章題」では、問題場面を把握しやすくするよう、挿絵
を効果的に用いています。 1年 p. 106、p. 111　など

「作図や関数のグラフ」は、教科書紙面にかき込めるようにして、
指導の効率化を図っています。

1年 p. 172、p. 176
2年 p. 65、p. 76　など

「作図」では、教科書の紙を折って、垂直二等分線や角の二等分線
などの性質の理解を助ける工夫をしています。 1年 p. 175、p. 177

「空間図形」では、学習内容を視覚的に理解できるよう、図版に立
体感を持たせる工夫をしています。 1年 p. 193、p. 207　など

6 .挿絵・写真・図
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● 基本データ

１年 ２年 ３年 合計

ページ数 321 257 289 867

章数 8 7 8 23

QRコンテンツ数 623 503 626 1752

● 問題数内訳 ★は自ら進んで取り組む問題です。

小問数 小問数（穴埋めを 1問として数えた場合）

１年 2年 3年 合計 １年 2年 3年 合計

Q　❶、❷、... 255 180 189 624 410 294 363 1067

例 147 55 107 309 147 57 107 311

問 517 261 431 1209 546 310 458 1314

基本の問題 191 88 148 427 206 92 158 456

章の問題 A 101 79 114 294 110 88 124 322

章の問題 B ★ 63 65 86 214 83 71 92 246

クイックチェック ★ 53 25 48 126 53 25 48 126

補充の問題 ★ 383 227 358 968 400 252 396 1048

学びのベース  ★ 68 127 111 306 76 162 115 353

数学のまど ★ 27 3 16 46 27 3 16 46

数学 ×仕事 ★ 4 8 3 15 4 8 3 15

数学の自由研究 ★ 19 20 16 55 19 20 16 55

合計（★を除く） 1211 663 989 2863 1419 841 1210 3470

合計 1828 1138 1627 4593 2081 1382 1896 5359

● QRコンテンツ数内訳

１年 ２年 ３年 合計

動画 31 19 23 73

マイ教科書・マップ 2 0 2 4

ワークシート 15 13 15 43

シミュレーション 136 105 104 345

対話シート 13 13 10 36

ちょっと確認 17 11 12 40

フラッシュカード 131 116 162 409

ヒントと解答 262 210 285 757

教科リンク 8 6 6 20

Webサイト 8 10 7 25

合計 623 503 626 1752

新編  新しい数学 データ集

観点 特色 具体例 該当ページ

❶ ゆとりのある紙面構
成で、文字の大きさ
や行間などは適切か。

紙面にゆとりを持たせ
るとともに、文字の大
きさ、行間などは読み
やすくわかりやすいよ
うに配慮しています。

紙面の右側を余白とする「側注形式」をとり、マーク類や側注を精選し、十分な
余白のある学びやすい紙面にしています。 全体

「Q、❶、❷、…」と本文の書体を分けることで、視認性を高め、読みやすくしています。 全体

全学年において、多色の使用を避け、全体の基調を統一することで、学習に集中
しやすい紙面づくりを心がけました。 全体

本文と「例」「問」など、内容間のアキを 1行以上空けたり、縦方向に罫線を入れ、
内容ごとのまとまりをわかりやすくしています。 全体

❷ 人権上の配慮がなさ
れているか。

題材の選定や場面の表現に
おいては、専門家による指
導のもと、社会的な性差別
や人権差別を助長すること
のないように配慮しています。

登場するキャラクターの性別を明確にしない、男女の言葉遣いを区別しない、男子は
ズボン、女子はスカートなど、固定的なイメージで性を区別しないように配慮しました。 全体

活動場面では、男女の比率やそれぞれの役割に偏りのないように配慮しました。 全体

問題設定では、統計資料などの必要な場合を除いて、性別に関する問題を扱うこ
とがないように配慮しました。 全体

❸ 障がいその他の特性
の有無にかかわら
ず、学びやすいもの
になっているか。

誰もが学びやすい教科
書のユニバーサルデザ
インを実現するととも
に、多様な生徒の特性
に対応できる学習者用
デジタル教科書等を発
行しています。

特別支援教育および色覚特性の専門家による校閲を受け、全ページにわたって検証
を行い、カラーユニバーサルデザインを含む教科書の「ユニバーサルデザイン」を実
現しています。

全体

ルビなどの小さい文字には、見やすく読みまちがえにくいように開発された書体
（ユニバーサルデザインフォント）を採用しています。 全体

「学習者用デジタル教科書」は、文字の色や大きさ・行間の調整、本文の読み上げ、
総ルビ・分かち書き表示の機能により、多様な生徒の特性に対応できるようにしています。 全体

様々な特性のある生徒や漢字が苦手な外国籍の生徒に対応できるよう、教科書本文
を総ルビ・分かち書きにした PDFを、教師用指導書に用意しています。また、指導
者用デジタル教科書では、生徒への配付が可能な翻訳用テキストデータを用意します。

全体

弱視など視覚に困難性のある生徒に対応できるよう、文字サイズを大きくして再
編集した「拡大教科書」を発行しています。 全体

❹  SDGsの観点から環
境や健康に配慮し
た適切な用紙を使
用し、製本は長期
間の使用に耐えら
れる堅牢さがある
かどうか。

用紙は白色軽量化用紙
を使用し、インクは環
境やアレルギーなどに
配慮したものを使用し
ています。また、製本
は開きやすく、堅牢性、
耐久性に優れた方式を
採用しています。

用紙は裏抜けがしにくい、丈夫で筆記特性の良い白色軽量化用紙を使用しており、
持ち運びの際の生徒の身体的負担軽減に配慮しています。 全体

環境に優しい再生紙や化学物質を抑えた植物油インキを使用するなど、環境や健
康に配慮しています。また、印刷業界団体が定めた環境配慮基準を満たす「グリー
ンプリンティング認定工場」で印刷しています。

全体

表紙は耐久性の高い加工を施しています。 全体

製本は開きやすい「あじろ綴じ」の方式を採用し、紙面を大きく見せ、かき込み
をしやすくしています。また、堅牢性、耐久性に優れた「PUR接着剤」を採用し、
長期間の使用に耐えられるようにしています。

全体

7 .すべての生徒が使いやすい紙面への配慮

観点 特色 具体例 該当ページ

❷ 臨場感のある写真を
効果的に使用してい
るか。

生徒の活動を促す場面
では、身近な地域の写
真を積極的に用いて、
親近感や臨場感を高め
るようにしています。

「節の導入」「数学のまど」「数学 ×仕事」の紙面では、身の回りの
具体物の写真を多く用い、数学と日常生活を結び付けて捉え、学習
への興味・関心を高められるようにしています。

1年 p. 28、p. 57、p. 167、
 p. 186 - 187　など

1年「空間図形」では、身の回りの具体物の写真を多く掲載し、いろ
いろな立体や空間図形の位置関係をイメージしやすくしています。

1年 p. 192 - 193、p. 194、
 p. 196、p. 198　など

QRコンテンツ「マイ教科書・マップ」では、都道府県ごとに紙面を
切り替えられるなど、身近な建物や模様を数学の対象として捉え、
学習への興味・関心を高められるようにしています。

1年 p. 157、p. 192

観察、操作や実験を行う場面では、実際の活動の写真や QRコンテ
ンツに動画を掲載し、活動の様子がわかるようにしています。

1年 p. 215、p. 219
2年 p. 143　など

❸ 説明図は内容の理解
を助けるものになっ
ているか。

説明図は、学習内容を
視覚的に理解したり、
思考や表現の道具とし
て用いたりすることが
できるように工夫して
います。

「割合に関する問題」では、小学校で学習した数直線図を演算決定
の根拠として用いることができるようにしています。 1年 p.70Q、p. 71例 5

「方程式の文章題」では、線分図や表を用いて、立式における考え
方が理解しやすいようにしています。 1年 p. 105 - 108　など

「図形の定理」では、枠で囲んだまとめの側注に、代表としての図
を仮定と結論に分けて示し、定理の内容を視覚的に理解できるよう
にしています。

2年 p. 130 - 131　など

「展開や因数分解」や「平方根の計算」では、面積図を用いて計算
方法を考察し表現する活動が行えるようにしています。 3年 p. 26、p. 57　など

説明図は、学習内容を視覚的に理解したり、思考や表現の道具とし
て用いたりすることができるように工夫しています。

3年 p. 139 - 140、
 p. 195 - 196　など

❹ 資料は正確かつ新鮮
で、学習に役立つも
のになっているか。

資料は最新のものを使用
し、学習内容と関連のあ
る身近なものを提示して
います。

統計資料は正確かつ最新のものを使用し、更新された場合には、必
要に応じて訂正するようにしています。 全体

2年 7章では、スーパーマーケットにおける牛乳の販売数の実際の
データ (リアルデータ )を使用し、現実のデータ活用を体験的に学習
できるようにしています。

2年 7章

6 .挿絵・写真・図
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『新編　新しい数学』の表紙では、子どもたちの
学校生活を色鮮やかに表現しました。親しみや
すいイラストを取り入れ、開きたくなる教科書を
目指しました。

▲ 表紙 ▲ 裏表紙 平面図形
（１年５章 ）

平行と合同
（2 年 4 章） 

著作関係者
代表
清水美憲　  筑波大学教授
真島秀行　  お茶の水女子大学名誉教授

顧問
藤井斉亮　  東京学芸大学名誉教授
太田伸也　  東京学芸大学名誉教授

阿江正輝　  兵庫県神戸市立神戸生田中学校主幹教諭
青谷章弘　  広島経済大学准教授
浅賀仁　　  東京都武蔵野市立第三中学校主任教諭
天野秀樹　  広島大学附属東雲中学校主幹教諭
新井健使　   東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭
新井仁　　  都留文科大学教授
安藤秀朗　  中央大学特任教授
池田佳昭　  元神奈川県横浜市立根岸中学校校長
泉一也　　  秋田公立美術大学附属高等学院教諭
板坂知昌　  元兵庫県神戸市立布引中学校教諭
市川伸一　  東京大学名誉教授
　　　　　  帝京大学中学校・高等学校校長

市川啓　　  宮城教育大学准教授
井上浩太　  福岡教育大学附属福岡中学校教諭
上出吉則　  元大阪教育大学特任教授
榎本哲士　  信州大学講師
大谷実　　  金沢大学教授
大野寛武　  元神奈川県藤沢市立第一中学校校長
岡田春彦　  元東京都文京区立第六中学校主幹教諭
小髙洋平　  東京都北区立滝野川紅葉中学校主任教諭
甲斐章義　  広島大学附属福山中・高等学校教諭
加藤光顕　  神奈川県相模原市立相武台中学校教諭
加藤晋也　  福岡教育大学附属福岡中学校教諭
樺沢公一　  北海道教育大学講師
川瀬拓海　  東京都豊島区立千登世橋中学校主任教諭
川添充　　  大阪公立大学教授
川村栄之　  東京学芸大学附属小金井中学校教諭
岸本航司　  埼玉大学教育学部附属中学校教諭
銀杏祐三　  元東京都清瀬市立清瀬第四中学校教諭
工藤正弘　  元兵庫県西宮市立今津中学校主幹教諭
小岩大　　  東京学芸大学准教授
小林広史　  福岡県飯塚市立飯塚第一中学校校長
小宮雅弘　  元福岡県太宰府市立太宰府中学校校長

米田重和　  佐賀大学教授
近藤俊男　  筑波大学附属中学校教諭
齊藤彰仁　  東京都江東区立大島西中学校副校長
酒折文武　  中央大学准教授
佐々祐之　  北海道教育大学教授
笹尾洋一　  熊本県八代市立第二中学校教諭
佐藤寿仁　  岩手大学准教授
四之宮暢彦  筑波大学附属中学校教諭
柴田翔　　  東京学芸大学附属小金井中学校教諭
澁谷久　　  関西学院大学教授
志甫淳　　  東京大学教授
島内啓介　  共栄大学教授
嶋森裕二　  福島県いわき市立好間中学校教頭
清水宏幸　  山梨大学教授
甚野隆洋　  福島大学附属中学校教頭
菅原敏彦　  東北福祉大学教授
清野辰彦　  東京学芸大学教授
添田佳伸　  宮崎大学教授
高橋広明　   東京学芸大学附属国際中等教育学校
　　　　　   教諭
竹内光悦　  実践女子大学教授

立花正男　  岩手大学教授
田中義久　  弘前大学准教授
茅野賢一　  元山梨県甲府市立上条中学校校長
辻井満雄　  富山国際大学教授
中逸空　　  東京学芸大学附属小金井中学校教諭
中島秀忠　  早稲田中学・高等学校教諭
中島優　　   神奈川県横浜市立横浜サイエンスフロ

ンティア高等学校附属中学校教諭
中野俊幸　  高知大学教授
中村光一　  東京学芸大学教授
中山優　　  東京学芸大学附属世田谷中学校教諭
成田慎之介  東京学芸大学大学院准教授
西成活裕　  東京大学教授
西村圭一　  東京学芸大学大学院教授
二宮裕之　  埼玉大学教授
野村優資　  熊本県菊陽町立菊陽中学校教諭
萩原大紀　  神奈川県相模原市立相陽中学校教諭
畠山佳子　   東京都立白鷗高等学校・附属中学校主

幹教諭
花園隼人　  宮城教育大学准教授
濵崎靖博　  福岡県田川市立田川西中学校主幹教諭

濵中裕明　  兵庫教育大学教授
日野圭子　  宇都宮大学教授
平田裕樹　  福岡県大野城市立大野中学校教諭
平林真伊　  山形大学准教授
福沢俊之　  東京都台東区立御徒町台東中学校校長
舟橋友香　  奈良教育大学准教授
本田千春　  東京学芸大学附属国際中等教育学校教
　　　　　  諭
益子典文　  岐阜大学教授
増田純也　  株式会社インテージ
松尾賢宏　  東京都杉並区立高井戸中学校主幹教諭
松野孝博　  熊本県高森町立高森中学校教諭
松本孝之　  福岡県古賀市立古賀東中学校教頭
御園真史　  島根大学教授
森本明　　  福島大学教授
両角達男　  横浜国立大学教授
矢羽田将史  神奈川県横浜市立東野中学校教諭
山本朋弘　  中村学園大学教授
山本良　　  神奈川県横浜市立都田中学校副校長
吉塚憲博　  元福岡県福岡市立原北中学校校長

特別支援教育に関する編集協力
大島晴美　  東京都世田谷区立砧中学校主任教諭
道面美紀　  東京都墨田区立本所中学校指導教諭

ICTの活用に関する指導・助言・校閲
稲垣忠　　  東北学院大学教授
緒方広明　  京都大学教授
小柳和喜雄  関西大学教授
北澤武　　  東京学芸大学大学院教授
小﨑誠二　  奈良教育大学客員准教授
柴田隆史　  東海大学教授
泰山裕　　  鳴門教育大学大学院准教授
寺澤孝文　  岡山大学教授

東京書籍株式会社
ほか 5名

色彩デザインに関する編集協力
色覚問題研究グループぱすてる

表紙にかくれている 

マ ス コ ネ ク ト

数
学
の
目
で
見
て
み
る
と
…

登校 休み時間

関数 y=ax2
（3 年 4 章）  

放課後

「数学の見方」が身に
ついた様子を、「数学」
の部分だけに色を付
けて表現しました！

裏表紙のヒミツ
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